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田島応用化工株式会結

東 京 足 立 区 JI¥邑 633 TEL 王子 (91) 代表 51マ!

大 阪 西 区 京 国I堀上通 1-14 TEL 土佐堀 (44) 代表 0809
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こんな古めかしい玄関 L 予; "1¥ヲイトf i'

をお使いになれはこんなにえ 〆キりしたへ口

になリます 。

予;"1¥'ヲイト' f i' 1;1 旭砧千がトIJ めて倒産 ft

した，枠のな い強化 ガラスのド 7 です。

( 時 名問 向 上 御申組下さ )

れ ば . 1見明書を 送 呈 しま す . J  

析しい建築を・

ホ テ ル tこ ・ 腐 舗 に ・ ビ ル tニ . . 1) 場 tニ ・ レ ス ト ラ ン に }

。 シ 旭 硝 子 株 式 会 祉

東 京 都 中 央 区 銀 座 4 - 1  "瓦 話 ( 56) 5  1  5  1  - 6  .  7  1  3  0  - 9  

支 底 : 東 京 ・ 大 阪 ・小 倉 ・ 名 古 屋 ・小 十時

， 



株 式 会 社

大 林 組

S A N W A  B A N K  



内 部 装 飾 の ー 部

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

富 士 精 工 株 式 会 社

S A N W A  B A N K  
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写 真 俊 明

( 1 )  ( 2 )  

81槍 厨 房 室

ガ ス 料 理 器

ガス溜湯割 ｉｾ 器 Ｈ ボーノレタ ッ プ }  

l サーモスタ ッ ト付/

ガ ス 食 器 消 毒 器

ガ ス 炊 飯 器 ( 二斗炊)

ガ ス カ マ ド

ガ ス コ ー ヒ ー ア ー ン

ガ ス オ ー ブ ン 魚 焼 器

ガスフライヤー

(  3  )  

3階 厨 房 室

ガススチームテープノレ

ガ ス 料 理 器

ガスブロイラー

ガ ス 瞬 間 湯 沸 器

ガス飲料用湯沸器

ガスタオノレ蒸器

(  4  )  

地 2備 機 械 室

ガ ス 塵 挨 焼 却 器

各階 ガス五斗入湯沸器

ボーノレタップ、サーモスタット付

( 茶ニレ付)

大 阪 瓦 斯 株 式 会 社



東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社

東 芝 商 事 株 式 会 社

空襲光灯! 照明器共

S A N W A  B A N K  
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( 汚染功止板附)
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W A L L  RADI A T OR S  



S I NK O T UBE - AND- F I N C OI L は下記の新晃製品lζ 使用され

一般に御好評を惜して居ります。村々下記新苑製品の

御採用を御願ひ致します。

型 鋒 細 曇

S I NK O BA S E BOA R D HE AT E R  

S I NK O CROS S - F I N C OOL E R  

S I NK O CROS S - F I N HE AT E R  

S I NK O C ONV E C T OR  

S I NK O UNI T  HE A T E R  

S I NK O UNI T  C OOL E R  

新 晃 工 業 株 式 会 社 東 京 新 晃 工 業 株 式 会 社

S A N WA  B A N K  



会 社

矢 橋 大 理 石 商 庖

株 式

S A N W A  B A N K  



熊 取 谷 石 材 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社

中 西 石 材 庖

S A N W A  B A N K  



徐I 生 i没 似1

須 賀 工 業 株 式 会 社

タ ー ボ 冷 凍 機 及 減 混 用 l明1 Ｑ ， ｾ＠

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社

S A N W A  B A N K  



ｾま汽縦設制 ｬｩＭ 自動運転一一

( 高圧水管エ! . ; ; $; 汽縦 2 .1主)

株 式 大 阪 電 気 商 会

会 社 大 阪 暖 房 商 会

変 電 設 備

特別高圧 (22K V ) 変匂設備をもっ

ピノレディングは関西地方に於ては当

三和銀行本庖が最初のものである

電 気 室

電気設備 Zt: 汽 権 設 備 金 庫 室 減 湿 装E

コ ン ト ロ ー ル 室

冠動機制禦盤設備

動力コシトローノレ盤は各種ポンプ、ファン等

の動力操作盤をコントローノレ室 lζ 於いて遠方

操作する集合出IJ 禦盤で‘ コントローノレ室に設置

されている

特高及び高圧倒係器機の

メタノレクラッド式の i現内

IC牧め充沼部分は露出し

ないようにしている

栗 原 工 業 株 式 会 社

S A N W A  B A N K  



ニ ッ カ ナ ド ア ー チ ェ ッ ク

:・(.

日 本 金 具 製 作 所

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

S A N W A  B A N K  



株 式 会 社 荏 原 製

エ ハ ラ ・ タ ー ボ 冷 凍 機

ゐ の く ち ・ ポ ー プ

作 所

5 A N W A  8 A N K  



大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 大 阪 熊 平 金 庫 庖

S A N W A  8 A N K  



ｾ カラ スの 一 部

日 本 板 硝 子 株 式 会 社

S A N W A  B A N K  



第一回 工高生デザインコンクール課題 「住宅」入選者発表

さきに本会教育委員会企画で募集した標記デザイ γ コγ グーんは，中部以西，北陸から九州に亘る工高30校 119 点

の応募をみたが，審査委員会において l慎重審査を行L、，第一次で44点を，第二次で21点 を 残 し こ の21点の中から更

に下記の10点の入選を決定 した。

なお入選者に対して， 11月 8 日，教育委員，審査委員列席して表彰式を行い，出席入選考 8 名に賞状と記念品を授

与した。式終了後に出席者一同で・座談会を催し，懇談を重ねた。 ( 入選作品31頁に掲載〉

入 選 者 () 頓 不 同〉

校 名 学 年 氏 名 校 名 学 年 氏 名

岡山県立津山工業高等学校 2 年 藤 原 克 太 君 名古屋市立工芸高等学校 3 年 大 矢 弘君

信l 2 年 水 島 隆 昭 君 同 2 年 大 野 武 雄 君

同 2 年 樋 口 隼 士 君 大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 3 年 竹 中 隆 治 君

大阪市立都品工業高等学校 3 年 平 山 英 次 君 京 都 市 立 伏 見 高 等 学 校 3 年 久 保 欣 司 君

同 3 年 有 山 重 隆 君 島根県立必江工業高等学校

ブ ロ ッ ク 造 と 新 し い 一

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 の 栴

習
. 6.  

' :Di: 

3 年 坪 倉 孝 次 君

標 J己講習会， 日本建築学会主催，本会後援てー下記要項で‘開催されますから多数会只御参加下さるよう御案内 ｆｾ 上げ

ますの向詳細はみ;会えお問合せ下さし、。

と き

と こ ろ

申 込

締 切

言E

第 1 日 12月2 日 ( 金 〉 第 2 日 12月 3 日 ( 土〉

大 阪 商 工 会 議 所 講 堂 ( 大 阪 市 北 区 堂 島 西 町 1 )

学会近畿支部，本会天神橋分室

1  1 月 3 0 日 ( 定只 300名〉

会 費

学会々員

協会々員

800円 会員外 1，000円

日 割 ・ 務 自 ・ 講 師

日

第 一 日

9，00- 17，0。

第 二 日

9，00- 17，∞ 

t揮

X 閉

じ目 科 目

1  改訂 J I SA5406並びに J AS S 7 コンタリートプロ Y タ工事，

同 解 鋭

2  特殊コンクリート造設計規1 ¥' 1 ，同 解説( 前半)

3  特殊コンクリート造建物の精進設計計算例( 前半)

1. 新しい鉄筋コンクリートの諸問題

2. 特殊コンタリート造設計規単. 同解説( 後半)

3.  特殊コンタリート造建物の栴造段計計算例( 後半〉

| 時 間 | 講 師

| 大阪府麹集部技師

3 時 1111 I  納 庫 正 信

| 東京工業大学教授

時! 日I I  加 藤 六 炎

2 時 間 | 神 戸 大 手 教 授 潔

l 京 都 大 当 勤 時

3 時 間 | 坂 相 ワ 静 雄

| 東京工業大学教授

時 間 | 加 藤 品 六 爽

2 時 間 | 神 戸 大 学r 授 潔
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11月設備特集号は ，発行間際K 印刷工場全焼のため不幸灰燐lζ 帰しましたので， 早速当 初の組l坂からやり直し

て漸く本号発行の運びに到りました。大変遅れまし て淘! と申訳ありません。深 くお詫び申上げます。 なお乙のた

めに . 12月号 ，正月号早期発行;; 1・輩の予定が狂い まして . 12月号発行の余絡がなくりましたので ，己むを得ず本

号を 11月. 12)-j合併号として発行する ととに変更致しました。淘lζ 勝手がましい 乙とで恐縮K 存じますが，何卒

事情御諒察の上御諒承下さいますようお願い申上げま す。

災害委員会編集・最新刊パンフレット

「漏 電 と ビ ル の ダ ク ト 火 災 と そ の 対 策」

定 価 5 0 岡 部 料 8 同

n: 図で火災による損害が年々莫大な額lζ 上り，その原因の rl :r K はm気関係によるものが少くない ζ とは ，周知

の事実であります。叉最近不燃建築の コY ク 3 ー ト造ピノレ内で ，ダク トK 関する火災の実例が二三あって ，建 築

家は盲点を衡かれた恩で驚いたものです。本会災害委員会では ，かねて以上の問題について検討を重ねていまし

たが ，ζ の度結論を得ましたので ，出版委員会 1<: 於て乙れをパ Y ブレ ットとして刊行し，関係者各位の御参考に

資すると とと致しました。建築家 ，設備業者の専問家ばかりでなく ， ピノレの管理者やその他一般の人々にも大変

資する 処多いと存じま すので ，汎く一読される ζ とを期待しお薦め致します。

ア ン ケ ー ト を 今 す ぐ に 本 会 ま で 御 送 り 下 さ い

10月 号木誌に挟込み致しまし た，アンケ ー トは ，とんどの本会事業企阿の参考と するも ので ，会員各府の意見の

反映を期待致しております。未だ御i送附願っていない各位には今すぐ 街l投函下さい。郵料は本会負担であります

が12月末で有効期間が切れますから至急御投函お願い致します。

地 方 会 員 に お 願 い

優 秀 建 築 作 品 の 紹 介一一一一資料を御送り下さい一一一一

「建築と社会」 の作品作風欄はがf建築の紹介欄として好評をいただいておりま すが，とんどは大阪な どの大都

市における作品だけでなく ， もっと地方における優秀建築作品を紹介いた したいと存じます。

つきましては ，下記の要領で，お送り 願えれば幸です。御送付いただきまし た作品の掲載の点につきまし ては

編集委員会 K 御一任をお願いいたしたく存じます。紙数の許す限りできるだけ「建築と 社会」誌に紹介させてい

ただく よう努力するつもりでおります。

なお ，原稿返却を希望される向には ，その旨明記下さいま す ようお願い申しあげます。

日 本 建 築 協 会 編 集 委 員 会

コI

M

a-
-

固

原 稿 1. 特徴あるディテーノレがあれば添付のとと

1  設計者としての乙とば ( 400字ていど〉

1. 施工者としてのととば ( 400字ていど〉

1. 設計者名 、施工者名( 担当者の名前明記)

お届け先 大阪市東局区内 建 設会館内

日本建築協会編集委員会作品作風係

建築作品 : 最近完成したもの

1  写真 外観、内部数点( 帰E答者の名前明記〕

1  概要 所在地、規模、坪数、新工 ・竣 工 口、

仕上、その他

1. 主なる関係業社名

1. プラン( 黒イ ンキ のとと)



戸 川 書 記 退 職 記 念 品 贈 呈 資 金 領 岐 報 告

木会ES記戸川辺、君が 7 月』ζ 停年退職致し ましたので ，同君多作の御背労を謝し ，その功に酬いる ため記念品をslY:唱

して些か慰めたい と存じ ， 有志名{立の御賛同をお願い致 しました と乙ろ ， 下記の通り多数の御資同を符 ました 乙と

を，厚く御礼申 l二け. ます: 。

なお募集締切日を 12月25 日迄lζ 致しましたので， 御賛同の方は至急本会迄お申込み下さるよ うお願い申上け・ます。

大 阪 暖 房 商 会 阪

大 阪 城 口 研 究 所 殿

建 材 社殿

芥 久 工 業殿

芥 藤 省 三 術 開 政

三 機 工 業 殿

三 晃 商 会 殿

須 賀 工 業 殿

第 一 工 業 殿

高 砂 熱 学 工 業 殿

西 原 衛 生 工 業 所 殿

山 田 工 業 殿

竹 腰 舵 造l殺

渡 辺 節殿

伊 東 五 郎 殿

井 上 柄 蔵 殿

今 林 彦 太

岩 下 明

石 川 究

池 田 遠

大阪建設業協会

職 員 一

山 信

本 楠

保 田 租

藤 和 太

々 木 信

水 和

尾

殿

殿

殿

殿

郎

正

三

雄

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

同

一

雅

士

口

郎

一

弥

夫

片

桐

久

後

佐

清

妹

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

3，000 

10，000 

3，000 

2，000 

2，000 

1，000 

500 

2，000 

500 

2 ，000 

1，000 

1，000 

500 

1，000 

1，000 

200 

殿

殿

殿

殿

殿

殿

一

次

雄

郎

勲

内

パ

岡 正

岡 基

尾 辰

田 泰 治

良

中

藤

政

益

道

元

簸

500 

n

υ

A

H

u

n

u
v

 

関

町

山

町

山

殿

殿

殿

殴

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

組

業

業

組

組

木

応

所

組

組

組

設

業

設

組

エ

エ

土

務

務

建

刈

建

藤

田

本

本

工

的

呂

言

藤

鉄

l

z

工

藤

建

井

E

オ

道

安

佐

大

藤

森

大

藤

新

神

勝

郷

島

鉄

三

熊

ケ ン ト ク殿

田 島 応 用 化 工殿

東 洋 洋 瓦 殿

山 本 建 材 社 殿

河 津 装 飾 殿

室 谷 荷 庖 殿

明 正 社殿

佐 村 木 商 庖 殿

二 葉 屋 殿

藤 森 工 業 殿

奥 村 重 兵 衛 殿

亀 井 株 式 会 社 殿

岩 元 工 業 殿

三 舟 窯 業 殿

浅 海 電 気 殿

近 畿 電 気 工 事殿
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大 阪 府 建 築 士 会 殿 ，

日本建築設計

監 理 協 会 殿

同 関 西 支 部 殿

秋 田 建 築 事 務 所 殿

池 田 谷 建築事務所殿

石川党三建築事務所殿

大 阪 建 築 事 務 所 殿

大阪石本建築事務所殿

匠 塩 建 築 事 務 所 殿

小河建築設計事務所殿

三 座 建 築 事 務 所 殿

竹 腰 建 築 事 務 所 殿

東 畑 建 築 事 務 所 殿

中西六郎建築事務所殿

日 建 設 計 工務 K K殿

村野森建築事務所

村 野 藤 吾 殿

上
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1，000 

会殿
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商立4，000 

￥336.200 
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業殿

大 阪 電 気 商 会 殿

業殿

森 忠 一 殿

安井建築設計事務所殿

横 河工務所大阪支所殿

山下建築設計事務所殿

渡 辺 建 築 事 務 所 殿

渡部建築設計事務所殿
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大 成 建 設 殿

戸 田 組 殿

間 組殿

西 松 建 設 殿

清 水 建 設 殿

浅 7?'l 組殿

奥 村 組 殿
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位 低 大 阪 市 東 区 伏 見 町 4 丁 目 J O番 地

工 期 昭和28年 8 月26日~ 閉和3() 年 J O月30日

敷地面積 3，5J 3. 55m
2  

(1， 062坪 .849)

m2
坪

辿築面積 建 坪 2，770. 64 (837. 925)  

延 坪 25，722. 76 (7，781. J 35) 

規 模 地下 3 階 地 と R階 極 上 3 階

m m 

高 さ 伏! l 上端迄 31. ω 塔屋上端迄 41. 65

精 進 鉄骨鉄筋コ γ 夕日 - f 逃

外 装 稲岡花樹石貼り 1Y面一部同キャストスト

Ｍ［Ｏとし玄関ｾ り 及 びスパン ド νＭＢＧＱ ＺＱＺＮ

滝野( 花閥石) 本膳仕上. 犬走り敷地廻り

敷石は御影石。玄関出入口は枠ホワイト

プロシズ製，硝子は透明際き嫡子としス

チール ν"'-;; ター付。1 @l I: l : . ステールサ Y

V ユ完全エヤ タイト縦軸姐転式- 重硝子



一 和 銀 行 本 庖

設 計 者 の こ と ぱ 添 田 賢 朗

設計監理

施 工

山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

株 式 会 社 大 林 組

施 工 者 の こ と ば 宮 崎 茂 雄

設計と，エ ｛ ｊ Ｑｊｾｉｊ ｉｉｊ とを含めて ，約 Ｓ 年に亘る 三 和銀行本庖建築 の ， 設計監盟 大銀行の本目新策工事というような世紀の大工事の担当者となって私は技術

並に監位のiff 任を，吾々は今，終ろうとしている。こ の設計に当って，施主の 者としての段高の栄替でありま した。次に施工上特に怠を払った点を列記し主

要求は，飽 くまで. r筒井f堅牢で管盟tr のかか らぬ !J1J ，r事務能率向上に利する す。先づ法礎を無沈下のものとした。それは敷地盤が厚い小砂崩で刷撃は深層

こと J であって ，吾々はニの主旨に応えるべく ，終始一口努力 して米たつも恒 のため排土と処物の重低 との関係上抗11不要でめり ，下踊は庄宮、 される心配も

である. 従って . l Jl 務合理化に資する事務用諸設備，執務環境を良好に保たん なく又敷地盤を胞工中ゆるめなか っ たた めであっ た。コ ンｾリ ート 打 はパ Ｇ［ＯＧＡＭ

がため の ｬＮｬｬｾ匹附常持 設 備 の 工事費 が ， 総工事 費 の ＳＰ 形にも 及 んでいること
ヤープラントをj ! ( 地外に設: す て トラ Y クミキサーで) i l l ぴ， 基艇では 1 日平均

は. 二のOIJ ?)rli怖を物語るも のといえ よう 。股近，新祭せられる建物の例を見

ＸＰ 立 坪，上 部では ＷＰ Ｚ 立 野打込 んだ。 営業室 など 吹ｾＯＮＨ き天 井 の引 枠組 立 には ポ ス

ると ，この比率が上昇 のー途 をた どって いる二 とは，事務能率向上に利する li

十をた てず様ビームで支持 した。石工事のbj( 石は早 〈加工場に持込み1Jr1工時間

かりではなく ，働 く者 にとっても幸と ifJ うべきであろう。さて ，路市，" 車がな を充分にとり石引鉄筋11 コン夕日 ートか ら砲引した。敷物下地モル タルは早期

いにも拘 らず，御堂筋の街頭騒音は非常なもので，鋭行営業時間中，平均 807 に施工しょ く乾燥せしめ，重要なラス下地天井は段高級の漆喰塗 とした. ベン

ォーンにも及ぶのには篤かざるを i与ないョ ζ の騒軒防止のために. 6 m/m と キ塗は プラス ター又は漆喰のアルカ 3 を充分抜い て胞工した。 外部が検石工事

4  ml 川 の二 iff 硝子の 特殊窓を工夫 したのであるが，数回に亘る実験 と試作 であるのでエ期は短かかったが，手数のかかる 箇所に抵 点をおさ ，あともどり

の結保，約平均 33db の遮音力を得ることが111米た。御堂筋街頭騒音の段上位 駄目工事を極力しないようにして突貫工事 とならないようにし， 無 事 銀 行 に

は 1∞ フォー γ で，その大部分は3ど通騒音で. - 1 &聴取し易い ν ベルにある諸 お渡し IfI米 る迅! びと なった蛸しさは!ttl ない都では表わせません.

置の警笛を，御堂筋の織な第一級街路では，然止すべきではな，，b，と，思う次

擦である .

窓 サ ッ シ ユ 詳 細 図 左 ・縦 断 面 右 : 績 断 面



営業室・客溜 床客溜( : 1 ; . プムタイル貼，営業室( U ノタイル貼。 ぽー外国産大理七( ボテテ ーノ)

ー部ノ ールヲ エイm烈御! ! ' 石貼. 天井 ; 7 コーユ ']--:1 クアノレタイル貼。

地 中 2 階

1  

地 2 階
地 1 階

エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル 天 井 灯 '

後光灯サークライ J 半間接照明。





( 上) 7 階 大 集 会 室 床 : リノタイル。 盟理. セ ミハードテアクス ，石田地貼，

一郎穴あきサンライト貼 4 ンキ仕上司 天井 . プラスタ ーベンキ仕上。

〈左) 3  M 資 料 室 床 . 大 理 石 乱 貼 ， 堕: プラ; ) ， 7 ー寒冷砂ペンキ仕上，

一面大理石テツセヲ， 天井 : プラス 7 一衆冷砂ペンキ f士上a



i山2 階 1  機械室 2  づ〉トロール室 3. 蓄偲池室 4  沼 気宅 5 . N O. l  

ｾ紅宝 6. 発電気室 7. 主オ| 剖; 倉庫 8.  NO. 1  I前気I ' ! l ""宅 9. 庶務担i 倉

町 10 営量陸部N O. 2 倉 庫 11 . 営業部; No. 1 倉時 12  審査部倉時 13 .  ::11  

4王朝; 官隊 14. 倉 烹 15. 営梁割i帳簿同1 ＱＶＮ 狩 ｾ｢￞ 倉時 1i . 本部; :金 附

18. 市'f t"2 19. 工務職員宿直室 20. 工作J t . : 2 1. 議過タンク宝 22.  1f(油

f4l  23 灰 鼠 24 石 炭 l弔 25. エ ν ベーターホー ル a. 浄水精 b. ポン

プ室

地中 2 附 1 工務職員宅 2. 帳 簿 室 3 営業部本金W 4 木 都 合 同1

5  主計部書師 6. 庶 務 部 倉 附 7. 営業部N o.2倉庫 8 営業部N o.l 倉蹴

9  外 国 部 10. 経 浬 規 ; 11. 人事剖; 12. 検査部 13 詐務開; 14 倉 陣

地 1  階 1  自動車' 1 I F¥1 2  現i 5 扱案 3  運転手宗 4  釆車用プラ Y ト

7 オーム 5  雑用崎佼室 6  手洗所 7. 北ヱ レベ ーターホール 8. 行員宿

直宝 9. 運転手1目前室 10 前室 11. m貝宿高室 12 貸金町 13.  トラン

タヴオールト 14 貸廊 15.  No. 2変低空 16.  NO. 3 用度倉庫 17 用度

知町 18. 客間使所 19. 南エ V ベータホール 20. 倉 同 { 21 貸物用プラ y

トフオーム 22 気道官級械室 23 .  NO. 2 用 度 倉 陣 24.  i証理印刷物倉開

25 .  mJ l l ' 事務室 26 換気機械室 27.  N o. 1 用度倉庫

1  階 1 . 正面玄関 2. ' 4 f 溜 3 営業家 4. 営襲安 5. 嘗 郎

6  北玄関 7. 北エレへー タホール 8 応 援 窓 9. 男子手洗所 J O. 女 子手

洗所 11. 営業部長室 12 駐車場 13. 守衛窓 1<1 . 用 員 室 15. 女子手洗

所 16  男子手洗所 17 来客待合室 18 . 南エ ν ベーターホール 19 南 玄関

2  階 1. 吹 抜 2 営業印公金保箆 3. l ! l 防 止 常食開; 計算 i事室

5 手 洗 所 6 北エ ν ベータ ーホール 7. . 汚染部予備室 8 営 浪部会1 i i

9  ランプ上家 10 客溜 11 . 経理出納室 12. 経理手Jfi ?i': 13 続 理制: 会室

14 南エレへ - 31 ーホール 15  更衣室 J6. 経} 理資金室 Ｑ ＷＮ 経四｜￬Ａｾ

5 階

3 階

2 階

中 2  P，寺 1 . 女子更衣笠 2. 可T更衣室

3  附 1. 応僚議 2. 貨資・去 3. 第一会部室 4.  ，官二会邸主 5.  'fll 主

6. 北エレ ベーターホーノレ 7  役員会総室 8  役員I童話箆 9. 1J 1  6J  10. 化

粧1i [ 11. 準備室 12. 中央倉悶 13. 資 料 室 14. l I ! 衣笠 15 . 湯 沸 室

16. 役員室 17. 頭取乱、持室 18 頭取議 19.  lliJ笠 20. 祁tll 笠 21 . 南エ

ν ベータ ーホー ル 22. 西宮岡t

5  階 1. 主計部; 箆 2. I B M機械室 3.  I B M!事務箪 4. 応 岱 室

5. 北エ ν ベータ ーホー ル 6. 教務部分室 7. 女干手洗所 8.  '.月子手洗所

9 業務部信 141 10. I B M軍 事 即 日 東衣笠 12. 総務部省「併 13 主計部衛隊

14 業務臨室 15. 業務部分室 16 総務部議 17. 総務部分室 18 主計部分室

19 南エ ν ベータ ーホー ル

7  併 1. llt ;" 2.  ロビー 3.  ￮Ｑｩ ｾｴ 問主主 4. : ; ) 金倉W: 5  桜鮫Qj 舗

6 被 写 室 7. 製本室 8. 印刷量i : 9.  31 1 プ室 10. ｾｴ エ ν ベーターホール

11. 手 洗 箪 12 準 備 室 13. 電 信 室 14. 合同党送車 15 気送管中継室

16. 111 衣 箆 17. 手形交換室 18. 予 備 軍 19. 南エレベーターホール

20. 交検手 11' 恕室 21 . 包括交倣室 22. 電 話係員家 23. 電話機減1 i [ 24 倉田t

B  階 。1 ｾｾｾ上聞Ｚ吹抜 2. 歯科診療室 3 医 院 箆 4. 休 養 室

5. ｾ産 局 6  検資室 7. 処慣室 8. 診療室 9. 暗 室 10 レン トグン室

11. 集検; t : ＱＲ 乾煉ｾ 13 郁畏会1.N¥l! 14 北エレベーターホール

15. 診療室倉雌 16. 者 維 嶋 1*恕室 17. 手 洗 所 18 休 恕 室 19. 厨 房

20. 食 1O: 21 予備室 22 南エレベーターホーノレ 23. 映写室 24 技師室

25 倉p)i 26. 組 合事務室 27  有l箆 28 理ｾ室

犀 1 階 1. 底 上 2. 3 ! 調織械箆 3. 換気険械室 4  気送管機械室

5. ヒナ 1ft 6  雨ヱ レへータ ーホー J レ

屋 1 階

8 階

7 階

[曹
司・・



。l 観

ロ ビ ー

入 ロ ド ア ー

梅 大 映田

敷 地 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 2 了伺 8 番 地

自民地面摘 2  6 4 坪 6 5

姥策面協 建 坪 257坪715 延J i ! ' 1，101坪019

憎 逃 鉄筋鉄骨コンクリート造，必使総基礎

階 数 地 上 4 階 地 下 l 階

ｾ＠ さ 基院地盤面よりパラベアト上端迄21l転60

深 さ 同 上
基礎底部迄 6 米47

日

M

口

H

7

m

 

月

月

日

8

年

年

名

9

0

4
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3

 

和

和

l

m

昭

L

工

工

容

貝

収助

活

時

事

劇

人

オ ー デ f ト リ ア ム

ｼ Ｎ一週 ｾ ｉ

地 階 1. ホール 2. 食 堂 3 厨 房 4. 電気室

5  発電機宣 6. 蓄電池室 7. 空気調整室

!!. 設備機械室

1  階 1. コンコース 2. ホワイエ 3. 厨 房 4. 氾 究室

5. 切符先場 6. 女子手洗 7. 男子手洗 8. 事 務 室

9. 宿直室



設 計 ・ 監 理 円 堂 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清水建設株式会社大阪支庖

設 計 者 の こ と ば 阿 堂 政 嘉

邦画封切りの映繭劇場を Ｒ 階以上に持上げるという司ｬＡ主張 ｌ 、 Ｂｬｬｾｾ ｩｬＡ経営者のタブーでし

た. それは特定の階層をつくっている洋画の級審腐とは民って一寸した入り縫くさも既に

邦画の観客層にとっては降審になり 11 } るとしう考え方から脱皮し得なかったからてーありま

す. 梅聞大映ではそれを試みてみました. その主なるP . l ! rl 1は敷地面積が僅か 246坪程に限

られ而も他函あくまでも大映の大阪北部封切館として 1，2∞ 人の定員は収容したい意図の

下にあり，その建築情成上の要素をつきつめてみますと，オヲデト 9 ユヲムと殆んどフイ

フティ ・フイフテイの空間を所要ーする廊下ホール，ブオイア，ヨンヨース等を極端に圧給

虐待することなくしては，到底主m' のみに集中するこのプランニングを前記の象地内に飽

容する事は不可能に近ト ものと考えられたからであります.

さて主階を二階以上に持上げた結果としで主際に広大なフオイアを形成する事が可能と

なりました。この部分の仕様は出来る限り ampl e なものと致しました. 結果に於いてテ

イケ Y ト並に H もまり" を主階で級ったあと充分な フオイアを与えるならば観客を階上の

オヲデト 9 ユヲムに導入する事が，さして曜日難なる奴抗をとt じうるものではないという事

が開館以後の興行収益のよからr L 狂せられた織であります。

且又 7 :t イア以外主階には優めて狙転率の高い喫茶倍々舗と広大なコンコースを取り得

ました。このコンコースは劇場そのものの運営に利するのみならず地域的造成の上から市

街埼境上好主しき空間を提供し得度いという意図は設剖者側の一つの阪いであります.

この建物が峻工された後よく窓の無いという事を大きな特徴として皆緩からおっしゃら

れますが窓のないという事は何もこの劇場に掠ったものではなく且あ の騒音の多い御堂筋

に面しては屋外の騒音を劇場内から遮断する為には窓を無くするより外適当な方法11無さ

そうに思われます.

設計の表現手法上の問題については極々御批判もある事と存じますが私自身としては在

米の映画劇場に多い所間劇場表現的な多彩な材料色彩の使用はどうもあまり好まれず従つ 4  階

て銀行建築やヒ・ル建築等に{ 世われる手法以外の材料も色彩も位わなかった釈ですが結果は

むしろ御批判を受けL l ( いと思っておりま す。

刷 喝 内 部 天 弁

2 陪 1. ロビー 2. 観 客 席 3. 舞 台

4  非常口 5. 女子手洗 6. 9 l 子手洗

J.iiiii! IIiiI i  ｾ＠
・] 11111111111. 11111111111 

• ]  I¥! ¥! 1111 ¥ ¥ 1¥¥ 11 ¥ ¥1 ¥ 1  ¥ 

・ ｾ ｜ ｗＱ，｜ Ａｾ＠

1 . 廊 下

3  階 1. ロビー 2. 観 客 席 3. 女子手洗

4  男子手洗 5. 予備室

2. 覧客席 3. 予側宅

中 3 階 1. 映写室

2. 技師室 3.  m池室

4. 投光宣 lD . 放送室



1 階 ホ ワ イ エ

梅 田 大 映 電 気 設 備

受理2 室 配 置 盤 正 面

変 電 所 設 備 三相三線式ω. . 3，300V 1 回 線

高圧受m盤， 高 圧動力般， 高 圧m動機盤， 高圧低灯盤 x 2  計 5 面

( 町村低機製〉

低圧動) J 盤，低圧m灯悠 x 2 ，切替鍛，交的切替盤 ;H- 5  i1ii 

変圧器50K VA x 5 目立製50 K V Ax 2  V 結線 220V 動 力 問

50K V A x 2  

50K V A x  1  

105V 舞台阻明用

105V m 灯 用

供 給m力停電の場合には自動的に映写機並に予備低灯線に送電可能なる

設備として下記予備設備をす。

自家発m設備 エンジン20HP 2 L DL型 15K V A発電 機 ( 西芝製〕

コンデノサー 高圧コンデンサ ー 75K V Ax  2  

蓄 沼 地 密 閉 型 (衿P R- 4) 型 1∞A H ( 神 戸製)

照 明 方 法 玄関入 ロコンコース目立魁全面ノレーバ ー ルーハー高さ

800 m光灯 260本

間I i i ' 照明後光灯 6  0 本

劇場内上下左右に4 0 W低 球を 400ケ 予備電球を 200ケ

一般照明用としてアタリライト拠品器具 他 計 365ケ

動 力 設 備 高圧屯動機冷凍用 150HPx 1 他 177. 5H P 計 327. 5H P



2 階 ロ ビ ー

湾台照明設備 調光器 150K V A x 3  10K V A x  4  自動手動操作

No . 2  2∞、v て20" 111 x 60，. x l  

照 明 設 備

区 分 種 目j 3  ケ所 w 数

客 問 m 灯 4，640 5，440 6，540 16，620w 

廊

{ 電 灯
40w 420w 460w  

下 m光灯 6 0 w 720w 520w 1，9oow 

休 想、ヨ1; {  低 灯 ω O w 960w 
3  

1，760w  

m光灯 1，960w 1，960w  

w  C  m光灯 200w 240w 280w  8  520w  

ボーダ ーライト N o. 1  2oowx 20 x ill x 60ケ x l  

ナスベンジョンボ ーダ - x l  

7  - ; ; ト ラ イ ト 60w x  25 x  1Il x  75ケ x 1  

定 右 照 明 室 に l k w ラ ノ プ ス ポ - ; ; ｾ＠ x  4  

1  k w ア ー クスポ- ; ; ｾ＠ x  2  

電 気 設 備 地 階 引 込 3，初OV 60サイクノレ 22平方粍高圧ケープル

5 0  K V A  V 結 線 2 5 0 V 動 力

映 写 室 よ り D C 50 A ア ー ク ス ポ Y ト x 2  

5 0  K V A  2 台時1相 3線 式 結 線 舞 台

5 0  K V A  1 台 1 0 0 V  l詳 細 f l 1 灯

7 5  K V A 高 圧 コ ン デ ン サ - 2 台

3 階 ギ ャ ラ リ ー ス ポ Y ト 1  k w  x  6  

1 5  K V A 自 家 発 電 機 l 合

4 階 ギ ャ ラ リ ー ス ポ Y ト 1  k w  "  6  
6 0  A  H  "8; 低 池 1 台

梅 回 大 映 電 気 設 備 施 工 浅 海 電 気 株 式
4

-

A

 

ネ土



園 田 瞳 踊 幽 幽 圃

1 階 平 面 図 1  税 務 第 一 課 2，税務第二諌 3 福祉 ιJi務所

4.  ｾＱｩユ二間 ＵＮ J '  :Iii .l1! 6. H l 納 箪 7 金 日t 室

8. i!i fiII 9 アケヨぶ 10 衛 生 総 11. 牒 務 限

12. ガ ν - i7 13  日転Illf rl 場上部

11 
l 1 3  

3 際 平 而 図 ー 1 議 只 技 3 i 2 委 口 会 賞 ＳＮ 市 会図 ｾ Ｇ ｊ 室

4. jp 会 事 務 3 i 5. j;i IJ 議 長 叢 6. 応 援 護 7 世U i 委 艮 室

8. 選 挙 行 思 議 9 医 務 室 10. ffi ;話交換: . I i 11 公平委只会室

ヨネク ν ヲ ン

12 記 者 室 13・ホ ー ル 14 . JR ijJ 15. ｾ高ｊｬｽ強盗

左 1 階 平 面 図 上 3 階 平 面 図



跡曹関想宮里竺竺ー

設 計 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 ・ 担 当 桜 井

工事監理 伊丹市建設部建築課久米建築事務所・現地担当 村 上

11 山 本

ご重三

，同

事劫

正

施 工 株 式 会 社 鴻 j也 組 ・ 現 場 主 任 白 石 静 一

設 計 者 と し て

「美の眼 |というものは . 限

られた人間にあるのではな

い。むしろ民衆の美の眼は

街E買にある 。好むと好まざ

るとに拘らず ，民衆の造形

的センスは，全ての路傍に

表現されている 。 そうした

民衆の眼の焦点が著しく建

築へ向けられて来たことを

喜ぶ。世間の混とんの中か

ら聞えて来る人間の必死の

告白や ，やむにやまれぬ切

迫した感性の表現力" 稜々

な ｾｉ まうを取って，絵画，

彫刻そして建築等あらゆる

減に拡がっている 。それが

現代も生命であり，建築が

造形美術まで進歩していっ

た所以でもあろう 。

市庁舎はその土地の民衆の

寄りと ころであり ，民衆の

感性を代表するものでなけ

ればならない。担当した吾

々が純粋な心から発露する

鐙惰を持って終始し ，それ

をなし遂げたときの喜び は

けだし格別のものである 。

( 岡 村 記〕

主 な 関 係 業 者

リノリユーム及び リノタイノレ敷込

工事

東洋リノリユーム株式会社

j/ ス 工 事

大 阪 ガ ス 株 式 会 事I

電話機器日通総工事

伊 丹 m 報 低 結 局

水 道 引 込 工 11'

伊 丹 市 水 泡 課 直 営

家 具 隣 人

K. K 大 丸 大 阪 庖

K. K 三 越 大 阪 支 応

K. K  :; /.i. 樹 脂

K. K 伊 藤 客 商 庖



玄 関 ホ ー ル

級 場 正 面

伊 丹 市 庁
倉E

Zコ 施

位 111 伊 丹 市 伊 丹 中 ノ 開I 406 帯 地

!Ii'( )色 i f um 6 2 3 持

純 物 品1冶 鉄筋コンヲリート及む、銀、汁i' 、筋コノ 9 リート

i宣ー閉i鉄 1'( 迂1 ｾ世間部同さ 2  4. 8  5m 

l也下 1 階 地 上 3 階 ー 問il l:J;l 7  Jll' i  

組 物 而1税 延 1，2 6 5 .  5 4 坪

l血 階 208. 12坪 ] 階 349.7JJ 平

2 階 3ω. 4 H平 3 階 316. 28疎

外 主主 主としてコンウリート打政しエハタイト ｦｾｈ

一部カラコンモずイクタイルl也り 人造石小

ｮ ｛ｊｾ仕上 エハタイト吹 H モルタノレ塗 タ

ムテックス吹 H

内 装 床 F 守リノリユーム及リノタイノレ貼り

ー部人造石田f出

俊 プ ラ ス タ ー 塗 一 部 ゾ ラ コ ー ト 吹 付 及

び壁紙j治

天井 プラスタ ー塗 一部オリエンタル 9 ロ

ス貼オ イノレペイン 卜吹 H

工 期 7l J  工 l昭 和 29年 8 月25日 よ り 1 ヶ年

工 株 式 会 社 鴻 池 組



S k e l c h  B o o k  

コアが やや小さく

て実際の使用に不

使。室内に臓を活

用すべきであ る。

(本来以外に もこ

の机傾向が多い〕 住22-Lー

名 古 屋 市 立 工 芸 高 校 2  :t手 大 野 武 雄

選 後 評

応募作[.'l 30校 119 点のうち ， 9 月26日審査の結果，ここにかかげ

る10点が入選しました。審査直後，各審査'ft がそれぞれの感想を述

べられましたので，それを要約し て選後評と致します。

屯.! ( 草していたよりも奔政な作品が少く ，良く 纏った実際的な作品

が大部分で，主婦の座を高〈認めた堅実な歩み方が感じられた。従

って作品の質は平均しており ，致命的な歓陥があって選外にはなっ

たが，製図力や特に百、欲の点で入選作に劣らぬものがあって ，'I 'J 年

らしい新宮1をただよわせ，今後に期待したL 、数点があった。

実際的とはいったが，使い錐い中央広間式平商をプランニンゲの

便宜上保則していると忠われるもの . 台所外姐り ，所謂サ ービスヤ

ードの配慮不足 ，風呂 の炎 口が考えられてなさそうなもの ; ミv :，.，

が唯他込んであるといった感じのもの，洋風生活ーが非常に多しそ

の上室内l i i I を設けない来が多し、のに暖房の配l置が殆んど! ! : められな

い点や地域の特殊性に対する考慮不足，具体的にL ‘ えば厚みの少い

iil そうな平而，!抱風考慮が認められない点，自転車飽場の汚えられ

てない事等々 ，共通して， も一つ足が地に清いていない点が認めら

れる。この ']1は生活が知識に止り体験化されていない事を物括ると

I!，'，われ，若さから苛iえて無理のない市と はー応認めるが，雑誌から

の無批判の引用と共に，一応苫古を呈して位きたい。

審査は製図力をも Ｑ ｊｬｬ叫、した ｾ ｪ ｬ 合判断に依 っ たも ので ， 以下入ｾ 作

について短評する。( 順次不同〉

1i>のかんじられ

る良い作品でm

初造的に もまと

まって いる.

T階 ピロデイ 部

分の使い方が考

えら才、ていると

尚良かった。

島 根 県 立 松 江 工 業 高 校 3  . :t手 坪 倉 孝 次



名 古 屋 市 立 工 釜 高 校 3 年 大 矢 Bム

良 く控理された

鮮やかなプラン.

G  

加の利用を湾 え

る帯。T ラス は

宅着。

キ 居 間の方にある

qヨ
方が実際的. 生

活に対する 配慮

11少いが， 迫i型

1転
((11こ良L 、。

京 鶴 市 立 伏 見 高 校 3 年 久 保 欣 司

岡 山 県 立 湯 山 工 業 高 校 2  l'手 際 l東 克 太

~ 

大 阪 市 立 都 島 工 業 高 校 3 年

動線のみの点から見れば

この平面は合煙的どが1 !

冬の偽 の影響を考えると

続問。子供室 と夫姉笠何

位置を交J i i ! する の: }; J! 際

的。

有 山 重 隆



大 阪 市 立 都 島 工 業 高 校 3  ｾ手 平 山 英 次 大 阪 市 立 工 芸 高 校 3  ｾ手 竹 中 田 量 治

実用的平面で良いが，や

はり風呂の 口焚が疑問。

配置計画も暗 l位してあっ

て結構。送組関彩色の勉

強要す。

製図力が途者。フラ Y ト屋椴の雨と 熱に対する処置の明示がない。コアの後決，

探光が考えられてなL、. :y プJ レベ Y ドの片側が壁に直接 している {本案以外に も

多かった) のは使 う点で疑問@

'  、

南に主婦の家司I室を

とって良いが，風呂
‘ 、

， ， 

J・- "  
， 

の焚口が疑問。 』自主E 4 - - - J ，-、
， 

岡 山 県 立 津 山 工 業 高 校 3 年 水 島 隆 昭

』

L

ψ

れ

・
J

まとまりぎ過ている。

生活的だが風呂の焚口

が疑問。勉強机は小 さ

い子供どけのもの。

世 “

(つ

、

.'  

仁_ _ _ 1

仁三二j

くむ

岡 山 県 立 津 山 工 業 高 校 2  ｾ手 樋 口 隼 士



新 し い 銀 行

御堂筋IC素晴らしい銀行のヒソレが出来上った。正面中央の 1 スパンだけが銀行の入口で ，その両

横はすべてきれいな商! 日ζ なっている。銀行の入口を入ると ， 中1(. 広聞があるが ， 営業室ではな

い。正面にエスカレーターと階段があって， 吹抜と なり 2 階へ上るとそ乙が営業室になってい

る。 3 階から 6 階迄は銀行の本部等Iζ 使われ，その上には貸事務室がある。

乙れは今度出来た三和銀行本庖の事ではない。私の頭の中 lζ 以前から描かれている夢の銀行であ

る。 ζ の綴な記事の書ける日がもう日本にも 来て良いのではなかろうか。

乙の様な銀行は決して奇を街 うための計画ではない。銀行の建築計画を根本的 1( ，究明していった

ら，その結論としてとの織な形が当然浮んで来ると考えている。その理由の第 1 は， 銀行の営業室

が道路に沿わねばならない必然性の全くない事 ，第 2 は商庖街の中に現在の形の銀行が大きな面積

を占めるのは ， 街の 繁栄を妨げる ζ と等である。営業室を Ｒ ｾ 制 ζ 上げる事に賛成されないとしても

せめて道路沿いの部分は商庖に譲るべきだ と思っている 。そのために法規が妨げとなるならば ，法

規の方を改正すべきだろう 。 ( Y )

石 の 文 法

乙の問 ，姫路の戦没者慰霊塔の工事現場を見学 した。懸賞: 競技で一等当選の案を実施している。

モニユメントとして純粋に造形的な而からの評価カf ら一等11をかち得たのであろうか rかわって

いる J rうまい」といった批言平を耳にしたとともある 。 しかし筆者はあ まり感心しなかった。 目玉

のような形で 円筒形のものをパチ形の長ぽそい角棒の中腹両わきにくつつけ た抽象的な形を， 九輸

を横にもってきたという風な理窟をつけてる独り合点が我慢ならぬのではない。いつなんどき落ち

てくるかもしれぬと心配させるような大きな石塊を ，高い所にあぶなつかしい形でくつつけている

とと ，鉄筋コ γ クリートが巾に入っているから大丈夫 といってくれでも ，乙の形は道理をはづれて

いる。現にパチ形の上の方が闘いている塔の高い部分の石貼りについて ，現場員は何年か後の危険

を心配してい た。注意1(. 注意を重ねた施工であったが，まだモ ノレタノレが充分固ま らぬ聞に台風15号

にあって ，その当時施工の部分だけ雨あとに V ミがでてくるという。 カスガイが入っているが，い

ずれは腐ってくるだろう 。その時にはもうとんなモニユメン トが不必要な時代になってるというな

ら何をかいわんやであるが。ゆるい斜ini lC 日本の地図を浮彫 りにしたデダイ ンも，7 ] < はきのわるい

窪みの処置やν ミ，汚れに対する注; むをかいているように思え た。総じて近頃のモダンな建築 1(. は

乙うし た造形の文法を忘れた ものが多い。近代建築を育てて きた土接が新しさを求める寿命のみじ

かい商業建築であったととろか ら，とうした性格が生れてき たのであろうが，世のグヂイナーたち

の一考をわず らわし たい処であ る。 ( U)

青 年 建 築 家 に 再 び

日本建築協会が青年建築家 とその作品を取り上げてから 2 年に なる。唯一回の午餐会と座談会 1(.

招待され型の如き奮起を求められ ，特集号にはそれら青年作家の推薦の言葉とその担当したり ，ぉ

手伝させてもらったもの迄が並べられているのもある 。協会の気持に なって見ると ζ れが一つの キ

イポイントともなり - かも知れないが ，青年は未来の人であり将来に延び る人達であり ，純情と

情熱と努力を以て真実を追求して| 時を惜まぬ人達でありたい。臨談会が試みら れたが大部の人は仕

事だの1時間だので中座してしまった。世なれた忠良な所員であり社員であった。しかし ζ れが機会

IC 自主的なグルー プが 出来て職場，立場を離れて自由 K 建築と社会を批判研究して堅実なベースを

造り 合う 強い友情 lζ 迄発展さ せる程の気ブJ を求めるのは無理だろうか ，文推薦者も反省と，その協

力を附むようでは既lζ 取残された人なのである 。 ( T )

建 築 の 眼 ・担 当 (50音順) ・小 川 正 ・西 山 卯三 ・船 越 義 房 ・堀 口 甚 吉 ・横 尾 義 貫



三 和 銀 行 本 庄 建 築 設 備 に つ い て

1  . 給 排 水 設 備 の 概 要

1 ) 給 水 設 備

市水及び，井7. 1 < を水源として給水を行っている。給水

方法としては ， 高丸 ｾＷ ＮＱ＼地式給水法で ， 地下 Ｒ 階床下に受

7 . 1 < 糟を設け，揚水ポンプにより屋上搭屋内の高然水崎へ

I易7 . 1 < し，これより各器具へ給水をする。市水用地下 2 階

床下受水槽の容量は60. 臥 屋 上 水 槽 は15頓である。

井水槽は地下山下に受水槽，説; 砂地，コングンナー水

槽，雑用水槽とあり雑用水槽は60頓，屋上水槽は18頓の

ものが 2 ケ訟[ 置されている。

7. 1 < の使用別は洗而器，流し，厨房，冷凍機用冷凍7 . 1 < ，

及び ボ イラー用水 ｾｊＺ ーは市水を使用し，冷凍機凝縮器用冷

却水，手話t器，スロヅプν シク ，便所洗搬用， ｦｦｾ ＷＮｉ＼及び

消火水用に使用されている。

井水は建物の悶| 特に各々一昼夜15，000石の畿弁 4 つを

水源とし，これより右足約 200 似の洗砂糟に導き浮激物

の沈澱を行う。

沈砂槽より気燥用スプレイポンプにて気爆を行い，処

理水量 1 台当り 一昼夜22，500石の容量を持つ立形急速 il抵

過槽 Ｒ ｾ 正にて急速溢過を行う。

i市過された井水の一部を処理水位 1 台当り l 昼夜6，60

0 石の容誌を持つ立形雑用水用急速' u f f . 過槽 l 台にて再び

'd1l. 過し雑用水に使用し，大部分はそのまま冷凍綴凝縮in

川冷却水に使用する。井水処理はよ; J : 気及び第一酸化鉄，

浮滋物が割合と多いため行っている。

2) 排 水 設 備

排水は 1 階以上は洗水，雑排水，共に同一排水管を使

用し 1 階床下にて市公共下水へ放流し，地 1 階，地 2 階

の排水は洗7 ] < と雑排水は別個の排水管とし，洗7. 1<は地 2

階に設置せられたフラツジユク Dーシポンプ( 容l J } : 1 ケ

当り 5 竜(1) の洗水糟に集航され屋外へ放出され，金fWI ，水

は地 2 階w下排水槽( 容量150，
1ll1) に集められ立形排水

ポンプにより屋外へ版流される。

3) 給 湯 設 備

給湯設備としては" ，央式給湯法で地 2 階に設けられた

U" j ' 湯槽に蒸気コイノレを開入し，蒸気により dJ 水を加熱し

羽1J ' i J . J ; { ポンプにて各沈 l応部， 回JJ i- m"i し， -::_r{ に湯を供給す

る。 ｕ ＧｬＢ湯槽の ｾｩ 止は ＴＱ ＱｬｩＱのものを ＲＲ 品設置され配管は抜

営強制循環式で常時温湯を給湯出来る。

r ‘・‘

誌
l

 

l

 

j

 

清

4) 衛 生 器 具 設 備

衛生器具は一般には洗面総は L - 2 ，小便苦告は壁掛 ス

トーノレ U - 3 7，大便器は C ー75 ( 和}i f i ¥) 及び C - 3 8 ( 洋

風〉を用い，特に客用，重役用として洗面器 L - 3 4 0H ，

小使器は大型ス トーノレ U - 30，大便器は C ー 150 ( 洋風〉

を用い， その他部屋により多少異なるお具を用いてい

る。大便器用のフラツ ν ユパルプは，対( : 凶スローシ ・パ

ノレプ会社製のものを用いている。

5) 消 火 設 備

消火設備としては，各階 4 ケ所又は 5 ケ所に屋内消火

栓1 1 ; も吋を設け，火災の際は地下 2 階に5116J百された消火

ポンプにより，地 2 階床下水槽より井7 . 1 < を以引か庄して

放水する。 2警報装置は各消火絵の上に報知器がありこれ

を押すと守衛室，消防署に主主報されると同時に消火ポン

プが起動する。

消火栓は半白眼l式のもので，各消火栓箱には全部消防

隊専用松 ( 2 y 2 吋〕が談けられ，屋外 4 ケDTI'L ｩｬＩ ｾ けられ

た双ロナイヤミーズ ・コ ネクジヨシより送水された7 . 1 < を

放水する。又屋7 ] < に採水口を 2 ケ所設け，屋上にはクオ

ーノレハイドラントが 2 ケあり近隣の火災に対して1 i J I . 水出

来る。

6)  ガス及び厨房設備

ガス設備は，各階湯湖Il 場に飲料用のガス泌が1:紛が設け

られている。又冬jUJ 宿i [i 室32の夜間暖房用として地下 』

階のこれ等各室にガスコックが設けられ，FAW器具. は，

ガスを熱源とする器具を主としている。

厨房用の皿洗その他に使則する湯は夏 ｪｾ ｊ ボ イラーを焚

かない時，厨房に設置されたガス湯割1: 器に より供給され

ている。

厨房用器具の主なものを参考迄列記すると ，

3 階重役食堂用厨房

名 称 | 大 き さ マ山位川 | 数 γ  

ガ ス ブ ロ イ ヲ ー I 2. ' {l X 2. '  Ox 5. ' O 1 ウ

ガ ス レ r ジ 6. ' OX 4 .
I

OX 2. ' 7 

ステーム テ ー プ ル S . ' 8 X 2 ，' 6 X 2. ' 7 

t描 制F 部 r  ，¥1 A  _.  6  0  0  

IJ 1(. 5  4  3  

Ｙ オル ｩＮｾ <*; 

壬の他. ワーク テープル .li IPl む. ｾ ｅ＠ L 等

35 



8 階行員食堂用厨房

名 祢 | 大 暑 さ ( 単 位 尺 ) I 数 量

ガ ス レ ン ジ I 1. ' OX2. '  5 X2. ' 7  I  1  

ガスｾ物韮 ｉ 3. ' S X 3・，5X 2 . ' 7  I  1  

ガ ス う ど ん 煮 董 I 2・' 8 X 2 . ' 8 X 2・' 7 I  1  

ガ ス 鋪 物 兼 業 物 董 I  3・' 5 X 3・I S X 2・' 7 I  1  

オープ ン1段 式 骨 圃 器 5 . ' OXふ ' 5 X2 .1 7 I  1  

ガ ス 三 段 式 炊 飯 橿 I  2. ' ‘ X2. ' ‘ x 2 ，18  I  1  

ガ ス 揖 務 機 I 2 斗 入 I  1  

冷 水 犠 I GM' - - 1 2 5  I  1  

ガ ス ボ イ ラ ー 1 イ カ リ 0 - 2 0 0 1  1  

冷 蔵 庫 I 6・' S X 6 .
1

6x 8. 35 I  1  

冷 凍 極 1 2  H P フ レ オ ン 1 1  

キ ヤ 叫 ツ ヂ キ ヤ y

ガ ス 食 器 消 毒 犠

洗 叢 水 槽 I 2 ，' O)( 10. ' 5 X 2. ' 7 

ワ ー ク テ ー プ ル I 5. ' 0 .1( 2. '  5 X 2 . ' 7 

スク リー ン 食 器 戸 棚 I  7，15 X 2. '  5 X 6. ' 。

窓 側 テ ー プ ル I 6. ' 5 X 2. '  0 .)( 2. ' 7  

ワ ー ク テ ー プ ル 1 7・' OX 2・I 5 X 2. ' 7 

コーナー テ ー プ ル I  3 .0 X 2. 5 X 2. 7 

船 型 旅 し 1 5・' OX 2・， 5 X 2・' 7

ミ ー ト チ ヨ γ ，マー

向 上 葺l 台

ワ ー ク テ ー プ J レ I 3. ' OX 2・I 5 X 2. ' 7 

， マ ン ラ ッ ク

洗 米 自量

七 鎗 台

統 し ( う ど ん )

作 業 テ ー プ ル 及 戸 槻

ワー クテー プ ル t車 付 )

カ ウ ン タ ー 諸 し

作 業 台 ( A) 及戸棚

タ オ ル 涼 112 打 入

コ ー ヒ ー ・ ア ン

造 り 付 流 し ( 野 菜 用〉

向 上 f魚 用 )

向 上 ( 肉 用〉

上 ( 洗車援用)

6. ' OX 2. '  OX 2. ' 7 

3. 0 X 2. 0 X 2. 7 

9. 5XO. 8 X 2. ' 7 

3 . ' OX 2 . '  OX 2. ' 7 

2 . ' OX 2. '  OX 2 . ' 7 

( A . 7. 0 X 2. 0 X 2 . ' 7 

( . B) 7 .OX  1. 0 X  2  ，' 3 

3. ' OX 2. '  OX2. ' 1  

2 . 0 X 2 . 0 X 2 . ' 7 

2. 5 X 2. 0 X 2 . ' 7 

6. 5 X 2. 5 X O. ' 5 

7) 指示及び警報段傭

地下 2 階床下各水槽及び屋上塔屋内各水槽に対してそ

の水位を地 2 階コシトローノレ室に指示出来る。又高低水

位の嘗報もコントローノレ室指示盤に取付けられたプグー

により行う。

2. 空 気 調 整 設 備

1) ボイラ一段傭

ボイラーは水管式高圧維を用い形式はV K W- E 形，常f

36 

用圧力3kgf cm
2

，蒸発量3. 0t on 1維，及び2. 5t on 1機，以

上 2 権設置されている。燃焼装置は重油焚オイノレバーナ

ーで米国 Ray Oi l  Bur ner 社の製品のものを使用してい

る。形式は， ARJ Pー144のNo.7及び No. 8 の 2 台で全自

動式である。

その他に石炭焚に切換へた場合の給炭用モノレーノレ，

灰出ホイスト，及び灰塵処理装置が設置されている。

ボイラーの給水は圧縮空気による自動装置により行わ

れる。熱管理計器としてはCOg メータ，蒸気流量指示及

び記録，ガス温度計， ドラスト・グーデ等が設けられ，

いづれもコントローノレ室に指示計が設けられている。

2) 冷 猿 繊 段 備

冷凍機は，ターボ冷凍機 2 台，高速多気筒冷凍機 1 台

設置されている。高速多気筒冷凍気は金庫室湿度調整用

に用いられている。

ターボ冷凍機には冷媒はフレオ Y Fー11を用い，凝縮

用水は井水を用い，冷凍水は-.e，床下冷凍水槽へ落し，

それより滅湿用スプレイ・ポ y プにより屋上ワツ ν ヤヘ

スプレイを行っている。冷凍水槽は約 150 頓の容量を有

し冷凍機停止後大集会室，又は営業室のみを或る程度の

時間冷房出来る。冷凍機容量は3∞冷凍 トシ及び350冷凍

トシの 2 台である。

高速多気筒冷凍機は40冷凍 トシの容誌を有し 6 気筒

50馬力である。金庫室減湿用 コシデイジヨナーはヒート

ポシプ式とし，冷却コイノレは直接膨脹コイノレ，加熱コイ

ノレは高圧ガスコイノレとなっており. 別に水冷式凝縮擦も

設けられている。凝縮器の冷却水はやはり弁水を用いて

いる。

ターボ冷凍機は起動は手動にて行いその後の調節はナ

クν ヨシダシパーの開閉による容量調節その他各種危険

防止装置は全部自動になっている。

高速多気筒冷凍機は押ボタシ起動としその後抵抗器の

操作を始め容量調節等全部自動操作を行っている。

3)  空気調和器鮫傭

空気調和鵠は屋上塔屋南側に 1 基，北側に上下 2 基あ

る。空気調和器は新鮮空気用エアワツ ν ヤー，自動式エ

アフイノレター，減湿用エアワヅ V ヤー，及び蒸気用エロ

フイシヒーターよりなり，送風機は各調和器に 1 台づっ

設けられI以引，送風共 l 台の送風機によって行っている。

南側にある調和器は建物の南側及び西側の各室に対し

て送風する空気を調整し 8 階に於て南側送風用主ダクト

と西側送風用主ダクトに分れている。北倶IJ の調和器は下

段のものが東側及び北側の各室に対して送風する空気を

調整しその主ダク トも南側と同じく方位別に分れてい

る。北側上段の調和器は 1 階営業室に送風する空気を調

整している。

各主ダクトは次の様な系統に分れている。



A.  南側調和器より

② 8 階 大 集 会 議

@  . 階 診 線 量 尚 西 側

③ 8 階 北西側

@ 各 階 耐 側

@ 各 階 酋側( ，l i ' rづN

⑪ 各 階 西 側 <J t 半分〉

⑦ 7 階 ロビー ( 西側〕

B.  北側調和器より

@ 各 階 西北側

@ 各 階 J I ! 北側

③ れ 階 東 側 < J t 'r 分〉

@ 各 階 ｊｬＡ側Ｈ問 、ｾｊｽＩ

C.  営業・室調和器より

① 1 階 営 業 掠

以上の系統に主ダクトが分れている。

空気調和器は，夏季新鮮空気をＱｴｘＺ少限，全風量の ｾＵＥ

としそれを井水により予冷スプレイし，再循環空気と

混合後，自動エアフイノレターを経てエアワツ ν ヤーに於

て冷凍水によりスプレイされ，冷却，減湿が行われ送風

機により各室へ送風される。

冬期には新鮮空気用エアーワツ ν ヤーは地下 2 階にg) t

置された熱交換器により加熱された湯を循環スプレイし

予熱を行い，加熱し再循環空気と混合後，エアーフイノレ

ターを過て蒸気用エロブイシヒーターにより加熱し送風

機により各室へ送風される。

中間期には新鮮空気用エアーワツ ν ヤーにて単に循環

水をスフ・レイし洗滅後再循環空気と混合し，送風機によ

り送風するが，湿度の高い場合滅混用エア ーワツ ν ヤー

により冷凍水をスプレイし，冷却，減湿を行った後エロフ

イシヒーターにより再熱し滅湿された空気を送風する。

金庫室減湿用空気調和器は，自動エアーフイノレター，

直接膨脹式冷却コイル，加湿スプレイ，高圧ガスコイノレ

蒸気用空気加熱コイノレによりなり，金庫室内の湿度が上

昇した場合空気冷却コイルで冷却，減湿され高圧ガスコ

イノレにより加熱して金庫室へ送風する。加熱量が高圧ガ

スにて不足の場合又は冷却，減湿を必要とせず( 即ち冷

凍機を必要とせず) . 加熱のみ行わなければならない場

合に蒸気コイルによって加熱を行う。

又湿度が下ってしまった時調和綴下部水槽の水を水槽

の中に入っている蒸気管によって加熱し，循環スプレイ

を行い，送入空気を加湿する。

4)  営業室組射暖房設備

営業室は特に天井が高< . 温風暖房にて暖房を行う場

合どうしても床面に近い場所の温度が低くなるうれいが

ある。その為，営業室J，J - : ・函に潟水によるパネノレ ヒーテン

グを行っている。

温水は地下 2 階に設置された熱交換器にて市水を加熱

し床パネルヘポンプによって強制循環を行っている。

床パネル下の断熱には軽量 コンク リート として知られ

ているチヨライト板を用い，地下 1 階の天井菌よりの恥i

射熱を防止している。

5)  換 気 践 備

換気としては下表の箇所の排気或は給気を行っている

地 2 階 ー 般 軍 給 気

"  
"  

排
，.. 

地 2 階 電 池 京
"  

地 2 階 宛 電 家 "  

地 1 階 車 庫 "  

地 1 階 居 2匝

"  

名 階 使 所
"  

3 附& . . 階 厨 m
"  

映 写 京
"  

換気回数としては一般には. 1 時間に 8 - 1 0回程度と

なっているが，便所は 1 時間: 20回，厨房は30回. I決写室

は50回の換気を行っている。

6)  自動制御] 望書置

自動制御としては，エアーワヅ ν ヤーコシトローノレと

プーシコシ トローノレとに大別される。いづれも，室内を.

恒温恒湿にせしめる様になっている。

又エアーワツ ν ヤーコシトローノレは，屋外温度の変化

によって空気調整設備の負荷を迷かに変える様，各コシ

トローノレは屋外温度によるコシペシセイ i / ヨシを行って

いる。

吉耳fff) ド:

冬 期 臨 外 限 界 温 度 3  2'  2  6・

上表の如く，夏期は屋外温度が限界温度を越した場合

即ち，温度差が 15
0

F 以上になった場合はそれに準じて

室内温度も多少上昇する。冬期も閉じく， 温度差38

0

F  

以上になった場合調整温度は多少下がる。

コシトローノレ器具は米国ハニークエノレネ土の製品の器具

を用い操作はいづれもコントロ ーノレ室にて行われる様に

なっている。

コン トローノレについては詳述する事は紙面の都合で残

念ながら出来ないので次の機会にでもゆづる事にして，

大体の外郭について述べて見ょう。

A. 空気調和器における自動制御

I  新鮮空気量の自動調節

新鮮空気用エアーワヅ ν ヤー出口温度により新鮮

空気及び再循環空気量の割合企それぞれ入口につ

けられたモーターダシパーにより調節する。

]1. 新鮮空気用エアー ワツ ν ャー出 口並区点温度調節，
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エアーワ ツν ヤー出口空気温度により，スプレイ

水温をスプレイ 71 < か熱器の蒸気入口官¥11 モーターパ

ノレプに よって調節している。

このコントローノレは，再循環空気の湿度に よって

調書主点の補正を行って いる。

] [ . 減湿用エア ーワツ ν ヤー出口露点温度調節

エアーワツ ν ヤー出口空気温度によりスプレイ水

温をスプレ イポンプ吸込側のモ ーターパルプによ

って調節を行っている。との調節は屋外に コシ ペ

シセイターを設け，同時に再循膨空気の湿度によ

りP ミットコントロ ーノレを行っている 。

N. 空気加熱器出口温度の調節

送風機出口の空気温度により空気加熱拐の蒸気量

をモ ーターパルプによって調節lを行っている。

このコシトローノレも屋外に コシ ペシセイターを設

けている 。

V  送風機出口側静圧の調節

送風機出口側静圧の変化により送風空気量を送風

機吸込口のモーターダシパーにより調節する。

V1 金庫室滅j援用空気調和器の自動調節

金庫室用調和器は，直接膨脹コイノレの高圧側が 4

ケ所に分れこれに 1 つづっソレノイドパノレプ，膨

( 次l " i より)

た。地階よりの配線は建物内に設けられた 4 個所のν ヤ

フト内に沿 うて立上っている。

i墨f言信号保安設備

建物の性質上弱電関係設備は多岐複雑であって，その

内容を詳細に述べる事は困難であるから，ここにはアク

トライシのみを述べる事とする。先電話設備であるが，内

線の数は約 400 で局線回路は約30である。各支庖との直

通電話の為に市外及市内専用回路が別にある 。これ等を

操作する交換機はA 型ライシスヲイツチ式とし，交換台

は 4 台 ( 8 座席) と市内外専用台 1 台 ( 2 座席) を設置

した。これに接続する構内電話は概ね 4 号卓上型 とし，相

互電話も可能なる事勿論である。以上の外に執務の敏活

を計る為， 5 局相互式及 2 局対向式の直通電話を有し，前

者にあっては 2 者の通話が他の通話回路を遮断する事が

ない様になっている。同様の目的で内部連絡用 5 局及 3

局用のイシターホーシがある。拡声装置は一般放送用の

外，手形交換室，会議室，集会室，食堂等に専用のものを

設けた。信号装置としては幹部出退表示装置及各種呼出

信号装置がある。電気時計は直流2 4 V有極式の続時計を

置き，約165箇の子時計を有している。 該親時計は電波

規正装置を有している。次に保安設備であるが，近来頻

々たる事件の為に重要性を1lf びて来たので非常袋置には

相当の考慮が必要であって，本建物にあっては営業室内

各所，経理室，貸金庫室等には足により操作するブート

レーノレ式発信器を， 守衛室，配車係室等には押釦発信器
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脹弁，ディス トリビューターがあるので金庫室内

湿度によりソレノイドパルプをステップコントロ

ーノレしている。

又空気加熱器のパイパスダシパーを金庫室内温度

により開聞を行い送入空気温度の調節を行ってい

る。

B. ゾーシコシトローノレ

ゾーシコシトローノレは先に述べた各系統別ダクト

の元へモーターダシパーを付け，その系統の受持

つ室内の代表的な場所ヘサーモスタヅト を 取 付

け， 室内空気温度により風量調節を行っている。

以上各コン トローノレは夏の場合と冬の場合とは，

作動が反対なものや調整点が異なっているため，感

温感湿器はすべて夏季用，冬季用 と2 ケづっ設けそ

の切換は コントローノレ室にて行っている。

7)  各種指示設備

指示器としては，各階東西南北 4 方向の室温及び

屋外 2 方向の湿度，送入空気温度エア ーワヅ ν ャ

ー各部温度等を コシトローノレ室に遠隔指示を行っ

ている。その他スプレイ水温，井水温度等ーも指示

している。

( 筆者 K . K .桜井建築研究所技師長)

を置き，これ等を操作する事により氾波により警視庁保

電室に急報する様になっている。火災報知は感知器等を

用いず各階消火栓の位置に押釦を設け，これを押す事に

より親発信器を経て消防局に連絡する。同時に守衛室，

工務員室等に2警報を送り行内の連絡を保つ。上記押釦の

位置には別にスクイツチを置を，これを操作すると地階

の消火ポシプが自動的に始動する様になっている。尚発

信器は巡闘l時刻j 記録及屯話通話をま見受信器に対し行う事

が出来る。以上の外貸金J i I 2 室に赤外線による非常報知装

置があり，車室に寧の出入を司る赤外線自イカ信号袋置22F

があるが，詳細は省略する。

む す び

以上述べた処は甚だ簡単であって，片鱗を示すに過ぎ

ないが，後自に詳細な記録を発表する積りである。将来

かかる大建築が益々増加すると思うが，ここ に希望する

処は，建築設計に当って附帯設備に必要とする条件を充

分考慮に入れて貰いたい事である。本建築の如きは， 前

に述べた様な事情で， 変 ｭ 室ｾｾ 他に多少総理を生じた

が， との場合は止むを得ないとしても，新設の建物につ

いては，予め専門家と打合せ，電気室等の容積，高さ等

について決定せられん事を希望するものである。尚配管

配線等に対しても，徒らに各所において建造物を貫通す

る事は当を得た事でないと思うから，これ亦適当の大き

さを有する ν ヤブトを設ける様にしたいものである。

30. 10. 1 5  (筆者 山下寿郎建築事務所〉



三和銀行本庄の電気設備について 清 水 靖 一 郎

は し が き 本稿を草するに当つては，未だ資料

も未完成で整理されてないので，計画の概要のみに止ま

る事を御諒承願いたい。

近来の建築に対する電気設備なるものは， ii 災前に比し

て，著しく変化したという事が出来る。即ち従前のそれ

は主として照明設備であって，動力といえば，エレベー

ターもしくは少数のポシプ類に過まなかったのに対し，

最近は暖冷房設備の発達によって，相当の電力を必要と

するに至り，照明に要する電力は却って従となる形とな

った。本建築物についていえば，電灯及びアクトレヅト

等の設備容量が約 8 0 0 K Wであるに対し，動力のそれは

実に 2，ω OH P にも達する有様である。従って電気設備

の設計も単に照明のみでなく，動力に対する配mに就て

相当の考慮をすムう事となり. 変電設備も相当大規模のも

のを必要とするに至った。加うるに実際の施工に当つて

は，送風用ダクト，アネモスタツトもしくは送水管等と

電気工作物が交錯する部分が多いので，その点について

も充分の注意を払う必要がある。更に本主l ! 物の場合に

は，通信，信号，保安設備が重要なものとなるので，相

当綾維なものとなった。以下部分的に沼気訟備の内容を

述べる事とする。

受 配 電 段 備

当初設計の際は関西電力よりの受電は 3，300V の電圧

によるものとし，建築の設計もこれによって電気室の大

きさその他を決定したのであるが，中途20，OOOV送電と

いう事に変更されたので，止むを得ず急にスペースを都

合したが，相当に苦しい設計となった。即ち最初決定した

第 2 地階の変屯室で特高による送電を受け， と れ を 1，

∞OK V A三相変圧器 2 台により 3，300V に降圧し， 第

l 地階の新設変電室に送り， 200及び100Vに降圧して再

び第 2 地階の配屯盤迄送る事とした。以上の如き次第な

ので，スペースを節約する為主変器を三相としたのであ

って， 20，∞O V回路には油入遮断器の代りに比ijr) 的に而

積を必要としない膨脹遮断認を用いた。特高受i T I 室に接

し操作室が第 2 地階にあって，特高操作盤，発m機操作

盤，高低圧配電盤等を凹字形に配置した。これ等は総て

鉄板製キューピクノレ型とし，高圧用のものはむ磁操作方

式を採用した。

以上の外に 6 階に更に 2 次変電室を設けた。その理由

は屋上及び 7 ， 8 階にエレベーター，送風機，医療機，

1  ｂｍ ｾ ｦＮの低圧動力があり，とれ等に対し ｾＱＲ 地階より

低圧送fll すると，電線髭に於ても不経済であり，氾圧降下

も相当あるので，地階から高圧で送電し，この第 2 次変

m室で低圧として配電する方が有利であるからである G

との変;:n室は常時遮断機を開閉する事がないから簡単

な手イ力式配電盤と変圧穏よりなるものである。地階より

の高圧送電線は漏油の恐れある級斗とき鋼部; ケープ J レの代

りに，ポ 3 エチレシもしくはネオプ ν - : / ・ケープノレを

使用した。第 2 地階には以上の外に帯電池室及び機関室

があり，前者には操作及び予備灯用として 5ω A H 蓄電

池 1 総，弱電用として 500AH 蓄電池 2 組を談目した。

機関室の内容については次項に述べる。

自 家 発 電 設 備

供給電力の停電に備えて，蓄電池及びデイ ーゼノレ発電

機を設置した。地階金庫室，現送室，操作室其他瞬時もH符

黒を許さぬ箇所は，停電と同時に蓄電池により予備灯が

点火されるが，同時に D レーが的きデイーゼノレ発む機が

自的的に始動される。大体20秒以内に規定電圧が成定さ

れるから，電灯及び動力の重要部分に対し支障なく送電

する事が出来る。発電機は 320H P ， 6 気筒デイーゼノレ

機劇により駆動せられる 250K V  A ， 3，300V の出力を有

するもの 2 基で，必要に応じて 2 基並行運転を行うもの

である。 ｾｮ ち仔 Ｇｭ と同時に Ｑ 基が自イ力的に運転を開始す

るが，もし負荷が過重になると，アラームにより注怠信

号を出すから，更に Ｑ 基を始動し並列に入れる。これ ｾｊＺ

の操作は全自1 J ] にすると機構が複雑化し ， 9 レーの l故障

等も起り易いので，一部を自的とし他は手仇による様に

して確実性を持たせた。以上の操作は総て電気操作室で

行われるので，停電時に送電を必要とする部分に対する

配電盤は，一群に集めて，緊急の場合，操作に誤りのな

い様にした。機関及び発電機は共通のスプリシグ床盤上

に置かれ震動を防止してあるが，基礎も充分堅固に施工

したのぜ，全負荷運転に際しても支障は起らなかった。

唯排気管を屋上塔屋まで建築物内を貫通せしめたので，

中途の階における音響防止に苦心した。

照 明 設 備

主として鐙光灯を用い，天井忠込型を採った。平均照

度は250L X 枕であるが，特に必要なる場所は300乃至4∞

L X とした。玄関，エレベーター，ホーノレ，集会室等に

は白熱灯によるダク ンライトもしくはスポットライトを

併用した。また絵画或は重要物件の鑑識2与を必要とする

場所は， 後光灯の演色何. を補う為に昼色光氾球を混用し

た。営業室，事務室等は机上スタシドを用いず執務する

事を主眼としたのであるが，一部の残業或は事務用機擦

の佼用等に備える為，営業室及び数箇の事務室はフロア

ダクトを訟備し，随所より電源を求める事が出来る様に

した。7 階大集会室はデイシマー， 1決写用氾源共他催物に

必要なる設備をした。後光灯は瞬時点灯式とし 200V で

配むし，白熱灯は 100V で配屯した。とれ笥: の同路の分

Hl 燃は 3 杓 3 線式とし，ノーブユーズプ Dーカーを用い

t前πへ続く}
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建 築 設 備 の ウ エ イ ト に つ い て 富 吉 志 乃 武

' 設備費のクエイトについてという大変膨大なテ ーマを

編集から戴いて，とてもそんな大それたテーマで筆を持

つ柄でない筆者が先づ建築F&.i附? として計上されねばな

らないものの範聞を考えているうちに，提出口だけはド

:. ." :  : . 迫って来た。そこで一般に慣用されている電気，

術生，暖冷房空気調和，昇降機と大きく分類してみた。

それからとれ等の設備が収容されるべき室の占有面積も

併せて考えねばなるまい。との夫々の内容が計画される

建物の用途，規模，建設地の環境によって，また予算に

よって千差万別となり到底上記の各分類の一項目だけで

も整理が大変で，テーマが大き過ぎてまたまた筆が鈍つ

建物から受けられる利用度或いは収益を犠牲にしてしま

って一部の機能が止まり或いは生命を失いつつあるとい

う秋態になっていないだろうか。そこで以前に何か基本

になる様なグラフでも出来るのではないかとあちこちの

実例を統計を取りかけて見た事があるが，とれは第 1表

で見られるように電気室だけを耳元出して見ても実例 E で

は延面積の 0. 2%となり，実例 B では 1 %にもなってい

るのを見て，設計の難かしさを今夏ながら感じたのであ

る。勿論この設備機器を収める機械室は出来るだけ小面

積に収める事が望ましいが，この最小商積の決定はその

建物の用途，規模，環境，予算によって決められる事は

てしまったので，一応手元で揃えられるデータのみを頼 勿論である。

りとして述べてみたい。従って編集子の企画された内容

とは大分掛け離れた料の小さなものとなっているし，ま

た「設備費のクエイ ト」という注文だったが「設備のク

エイ ト」と訂正させて貰って，平索から考えている事を

述べて責をふさぐ事とした。

' 従来からいい慣らされてきた附帯設備という概念はも

うとの言葉を使う人の建築への認識を疑わせる程に建築

設備の内容が大きなものとなりつつあり，従って建設総

工事費の何% をとの設備工事が占めるかによって，建築

物の内容を評価される時代の近い事を恩わせる。アメリ

カの如く機械類の価格と建設費の推移が比較的パラシス

している場合は設備工事費は30- 35%となっているよう

聞いているが，我国の如くとの両者の価格の推移が特に

建築費において立遅れており，且つ装飾等に余り金を使

わない場合，アメリカと間程度の訟備内容を持つとした

ら， 35- 40%或いはそれ以上となる事が考えられる。適

当な例でないかも知れないが，エレグエーターやエスカ

レーター 1 台の価格と建築工事授を比較して見ると如何

に均衡の取れたものでないかが解る。

' 次に設計の基本となるとれ等の機器を収める室の大き

さについて考えてみたい。人体の各種臓器がその収まる

大きさ，位置が略決まっているように，何時如何なる場

合でも充分活動の出来る支障のない位置と大きさを持た

ねばならない。人体の肺臓は普通活動の時は，その容量

は% で良く亦最小限に切りつめた時は% で良いといわれ

ているが，7 ' 2 或いは14では走ったり泳いだりが充分出来

ないと同様に建物の機械室がl唯機器が収まっただけで，

大変小面積で出来たと安心してはいけない。走れない心

臓や肺臓を造った事になっていなし、かどうか検討する要

があろう。反対に余り大きな心臓や肺臓を造ってしまっ

て，喉へつまり食道を圧迫して折角の立派な建物もその
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第 一 雪 量

建物延( 坪床) 面積 電( 気延室面面積積比( ) 坪94〉
機械室面積積比〈坪〉

L延箇 )  %  

A  8，250  38.5( 0.47)  109 ( 1. 30)  

B  1，500 15 ( 1. 00)  55 ( 3. 70)  

C  1，600 14  ( 0. 87)  69 (4.30)  

D  1，970 15 ( 0. 76)  71 ( 3. 60)  

E  9，090 18 ( 0. 20)  73 く0.80)

F  L 6∞ 15 ( 0.95)  66 ( 4. 10)  

G  1，700 12 く0. 71) 73 ( 4. 30)  

' っきf に私達が経験した実例を第 2援に示して見たが，

とれとても前項と閉じ様な結果になってしまった。建築

物が一概に設備充実したものといわれるものでも ，内容

はまた千差万別で. 閉じ 3000坪の事務所用の建物でも エ

レグエーター 3 台のものもあれば 5 台のものもあり，ま

たν ャフトのみ用意して取敢えず 2 台だけを据付‘ けると

いうものもあり，また暖房に関しても最も廉仰に出来る

スチームによる直接暖房から，将来空気調和装置を考慮

して当初工事費では大変割高につく温風暖房を敢えて計

画されたものもある。との工事費は約倍額を要すると考

えられる。取敢えずν ヤフトのみが用意されたエレグエ

ーターが直接暖房から空気調和に切換えられる時，この

空ν ヤフトが堅ダク トに利用出来て大変工事貨の助けに

なった実例も多い。かような事を考えていると， 10年先，

20年先はどんなになるか解らない。電線の要らない照

明，7 ] < を使わない空気調和装置，戦前に誰が今の様に鐙

光灯が普及すると予想したであろうか。また電力消費量

が% になるだろうと考えたのが，要求 L U Xが 3 倍- 4

倍になって結局は受屯誌を増設せねば使えないという状



態である。 予算を削減するには成程，ゼイタクな設備と考えられ易

第 2 表で見ると一般に予想したよりは大分設備授が低 い空気調和や暖房を止める事が一般に多しまた施主の

率となっているのに気がつくが，ととに掲げたものの中 方iきにも納得して戴くのも早いようだが，あく までも建

には，工事契約に際して予算超過となり，先づ第ーに設 物の程度と合せて三考えられるべきで，大理石や外国産の

備関係の特に暖房設備が割変' されることが，との表にも 高価な材料を使った建物に空気調和装置はないというよ

表われたのではないかと思う。とれは建築物の計画に当 うな不均衡はj殺に恨まねばならないだろう。

って余程恨震に検討されるべきであるが，手っ取り早く

第 表

建 物 種 類 建 築 工 事 費 沼 気 工 事 費 衛 生 工 事 費 I  ｉｾｾ 房工事費
面積( 坪〉 ラ4 %  %  ラ4

官 ｾ、Ｂ
署9oqA)  7  O. 5  0  1  7. 0 0  4 4 8  8.  0  4  

B  

7  8. 8  3  1  1. 3 0  4. 3  7  5 .  5  0  
2. 000 

C  

7  9. 5  0  1  2.  3  0  8. 3  2  
1. 400 

D  
、-、，，-_../

1，550 
7  8. 3  0  9 .  4  3  

1  2. 3  0  

学 校 A  

9  O. 5  0  2. 3 0  7. 2 0  
410 

B  

8  8. 6  0  7. 3 0  C¥. 2  0  
400 

銀 行 A

7  3. 8  0  8.  9  0  5.  0  0  
180 

B  

7  7. 5 0  4.  9 8  8. 1  2  9.  4 0  
240 

C  

7  9. 7  0  5. 5  8  6. 4 5  8.  1  6  
170 

D  

7  1. 6 0  9. 3 0  7 目 4 0 ( 冷) 1  O.  1  6  
385 

E  

7  7.  8 0  1  1. 9 0  4. 8  0  5. 3  0  
230 

F  
、・ 圃ｾ

530 

8  3 .  0  0  6 .  2 3  

1  O. 8  6  

事 務 所 A  

7  4. 7  0  1  1. 0 0  4. 6 0  9.  7  0  
270 

B  

6  O. 5  0  9.  3  5  9. 7 0  ( 冷) 2  O.  4  5  
1，350 

C  

6  5. 0 0  1  1. 5  0  1  O.  2  0  ( 冷) 1  3 .  2  0  
560 

D  

6  8. 5  0  1  3. 1  4  5. 0  7  ( 冷) 1  3.  1  0  
1，697  

E  

6  7. S  0  1  O.  1  6  8. 1  0  ( 冷) 1  4.  1  0  
1.700 

F  

7  5. 3  0  1  6.  5  0  4.  5  2  3.  6  8  
718 

G  

7  7. 8 0  7. 5 7  6. 9  6  7 .  6  7  
377 

共 同 住 宅 A

7  1. 3  0  7. 5 0  2  1. 1  0  
486 

B  

7  9. 1  0  6.  6  0  1  4. 3  0  
237 

ｾＱｬ＠ 身 守主 A  

7  4. 2  0  5. 4 5  8. 0  0  1  2.  4  0  
434 

デ パ ー ト A  
、、-、__，

l ，l(旧日

.， 2. 2  0  
1  3. 8  0  1  3. 8  0  

- 上表のうち( 冷) とあるは|暖冷房空気調和装荷を有するものを示し他は暖房のみとする。

・昭和29年より 30年にかけて工事路工されたか又は究成した実例を示す。( 筆者 日建設計工務 K K 設計副部長)
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鉄 筋 共 同 住 宅 の 設 備 に つ い て

戦後住宅難対策の一環として，近時鉄筋アパー トの建

設が随所に見られるが，設備に関しては予算の関係上最

低必要限度に抑へられているので採り上げる程の問題は

ないが，今迄実施して来た訟備工事の談白言L 住いブ'Hv.び

に符児面等について述べることにする。

1.  設 計 に つ. l.、 ァて

ω 給 水 同 時 使 用 率

給水設計の基本的問題である使用水量並びに同時使用

率について，前者はかなり明確なる資料はある。後者の

問時使用率については一般的な一二の資料はあるが，集

団住宅 ( 伝大流出水量38，C001/ min以上) についての適

確なる資料はない。とれは関し我々は適当な府営住宅用

地を調査した結果下図表のとおりのものを得たが，とれ

はもとより実施時期，予算等の制約を受け決して充分な

ものとはいえないので，適当な資料又は研究結果があれ

ば諸! 伎の御教示を賜りたいものである。

註，最大流出水量… ・・全給水栓を同時に1) 日放した場合

の流出水量

%  

、
、----e 

'' 
寺 保

(2) フラッシユパルプの使用について

フラツ ν ユパノレプの所要圧力は通常 O. 5krr /cm2 とさ

れ，屋上水槽設置の場合一般的には最上階に V スタンク

を設備しているが，近時フラヅ V ユパノレプの改良により

最上階をも含めて全戸にフラツν ユパノレプを採用し，工

事Z普及び保守の面で良い結果を得ている。

(3) 浮 化 憎 設 備

一般の団地では欧米式滞化槽を使用しているが，ポシ

プ設備で多額の経費を要すると共に維持管理・上不便を生

じ易いので，現在では一部 F 式の特殊浄化槽を使用して

いる。但しこの滞化装置は自然落差 30cm を尽低限必要

とする。

(4) 外 灯 設 備

外灯計画については現在地下ケーブルを利用しトング

ルメイツチによる ーケ所一斎点滅方式を実施しているが

との点滅装置に光電管を利用した自動点減数置を施すの

も良いと思われる。又設備方法として鋳鉄製ポーノレ，ゴ

シクリート柱並びに建物壁面の利用等種々の方法が考え

られるが，外灯計阿は住宅団地のアクセナリーともいう

給 水 同 時 使 用 率 幽 線 薮

。

1九位
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ベg . J十阿上司( 要なものであるので，設計上回立する必要

がある。

(5) 電 気 外 線 設 備

住宅団地で最も見脊しいのは屯気の外線並びに引込設

備である。本施設を団地の外周に実路し避け得られると

きは幾分でも良いが，建物配1ill i11商の如何によっては団

地のセンタ ーに外線工事を実鈍することがある。この場

合建物との調和をはかるためコシク Dー ト柱を使用した

こともあるが結果はあまり良くなかった。この解決策と

しては経費が許すならば地下ケーブルにするのも一方法

であるが，との場合変圧書官の設置場所等を考慮する必要

ヵ: ある。

(6) 非常ベルの段置

鉄筋アパー トの性格上出入口は玄周一ケ所に限定され

るので賊の侵入に対する施策として，各戸共通の非常ベ

ノレを設置すると共に玄関扉に鎖を施しｾ、要のない時は全

開しない様にする必要がある。

(7) ガス風自排気の問題

各戸にガス風呂を設置した場合排気については建築設

計の際予め考慮に入れておく必要がある。この場合炎口

が外部に面しておれば問題はないが，部屋内の場合には

外部との自然換気を充分とれるよう特に考- 慮する必要が

ある。排気管を利用して自然排気するととは管径が非常

に大きくなり建築計画上余り良くない。

(8) 設備メーターの段畳

電気及びガスメ ーターは夫々の供給企業体が無償で設

置する。給水メーターについては実施する市町村又は給

水方法の如何によりメーター費用は自己負担となり多額

の経費を要するが，とのメーター設置は是非必要である

。これによって料金の合理的な徴集を行うと共に水の浪

費を防ぐととが出来る。極端な例ではあるが各戸メ ータ

ーの無いある団地では使用水誌が極端に増加し給水管末

端の家では出水不良の事態を生じたととがある。又メー

ターは出来得る限り外部より点検可能なように設置する

ことが猿剣! 予防上及び点段者側| よりして符策である。

尚ＺＡｾ同 ｬｦ￺ｩ 談 、 のメーターに関しては使用目的，受書在者の筋

肉γf を特に考rk位して設問する必要がある。

(9) そ の 他

各戸に浴場施設のないアパートには少くとも ν ヤワー

の施設並びに乳児の入浴後の下水の処J 111，氾気洗河'fl 機の

排水等のため排水受口を設Ｚｾする必要がある。

2  管 理 に つ い て

( 1) 住 い 方

従来我同に於ては鉄筋アパートは数が少く大河l分の人

がその住い方について未経験であるので入居者に対して

生活上必要な注怠をしなければならない。その '1' で特に

設備に関する事項をここに紹介すれば

@  水洗便所の{ 吏L、方

ーケ所でも故防を起すとその害が拡がって多くの人

が不愉快な固にあい修理にもかなりのit用を負担願

うことになり又修理に相当長期の日時を要し使用上

不便をかけるととになるから特に下記事項について

注意すること。

十イ) フラツ ν ユパルプは乱暴に扱わないとと。

( ロ) 紙は「トイレヅトペーパー」又は軟い紙を用い

新聞紙，ボロ布等は絶対に流さないようにし，脱

脂綿類は箱でも別に備えつけて始末するとと。

内雑布7 ) ( ，洗濯水，その他雑物の混った水は絶対

に便告書内に捨てないとと。

⑥ 流し洗面器の使い方

ごみ等を楽て，排水ノミイプをつ まらせないとと 。

① 「ダスト ν ユー ト」の使い方

大変便利なので何でもかまわず楽てると忽ち堆積し

て慈央を生ずるから注意すること。特に野菜屑，茶

がら， 厨芥等はよく水を切ってから楽て，煉炭灰，

灰，ガラス，セ トモノの破片等，厨芥以外のものは

別に始末するとと。

③ 室内換気と瓦斯中毒予防について

閉め切ると木造住宅と違って密閉され換気が充分に

行われないから欄間や小窓を活用して換気をはかる

こと。特に冬李室内で炭火煉炭等を用いる場合一酸

化炭望者による中毒を生じ易い。又ガスの元栓は就殿

前に必ず閉めると共に時間供給の場合は特に注意す

る必要がある。

(2) 設備工事の財産区分と管理

電気設備工事については外線並びに引込みは電力会社

の財産で，サービスキャップ以降の設備は建築主の財産

となり管理上大した問題はないが，給水設備，ガス設備

等の道路上( 団地内をも含めて〉配管は当該企業体の財

産として施工するのが維持管理上得策である。

3. 結 び

ii 災後建設したアパートの設備工事経過をふりかえって

見るに附和23，4年頃は資材不足の時にもかかわらず一応

型さった設備」ニポが実施され，その後資材の充実，設備ii J- t・

阿の改善等により向上の一途をたどって来た。もとより

五I ! 築物を人休に傍えれば設備工事は村経，政L管系統の如

きもので，建築物のー附帯工事ではない。如何に立派な

建物が出来ても設備工事の完全なる実施がなくては合理

イじされた生活は営み得ない。現在設備工事貨は総建設貨

の 2 告i J 弱で限られた予算の範囲内では種々の困難が生ず

るが，これが充実を計って将来の向上した生活水準を荻

準としてアパート建設を実施するよう努力すべきであ

る 。 ( ' 求 者 大阪府建築部住宅課建設係長〉
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照 明 に つ い て

11 照 明 の 僚 件

最近の照明理論をうちたてるのにもっとも力のあった

ムーシ ・スペシ サは照明設計の 8 要素として，次の項目

をあげている。

1. 照 度 ....・ H ・....・ H ・'"・ H ・. ( 25)  ( 5 )  

2 .  光東発散度の分布 …....・ H ・-… ( 25)  ( 20)  

3. 強い反射光・…. . . ・ H ・... ..・ H ・-… ( 10) ( 0 )  

4. か げ … … …. ..・ H ・. . …… ( 10) ( 0 )  

5.  スペク トノレ分布・・ H ・H ・.... .・ H ・. ( 5 )  ( 5 )  

6 .  心理的な効果… ....・H ・. .. .・ H ・.. ( 5 )  ( 20)  

7.  美的な効果 …. . ..・H ・.. ... .・ H ・-・・ ( 10)  ( 40)  

8. 経 済 . ..・ H ・.... ・H ・.. ..・ H ・. ( 10)  ( 10)  

ムーシ ・スベシ ナ以外にも，いくつかの要素をならべ

ている人々があるが、いづれにせよ、大同小異といえる範

囲なので、先づ，とれらの簡単な解説をおとなってみる。

( イ) 明るさの問題 1 項の照度と 2 項の光東発散

. 度の分布とは，いづれも明るさの問題で. 1 項では明る

さの程度について，これでは暗すぎるという下の限界は

伊るが，明るすぎるという上の限界はないといってい

る。明るすぎてまづいというのは，他の条件が悪いの

で，それを併行して良くするなら，明るい程照明の状態

は良くなる。ただし，この上限は実際には 8 項の経済

の問題で制肘をうけるから，ある明るさで満足しなくて

はならないというのである。 2 項では作業面等の明るさ

を問題としているのであって，作業対象物を取巻く 30x

40c mの面内で. 1割以上の明るさの違いがあってはな

らないといっている。更にとの明るさについて，水平面

の照度だけでなく，鉛直面の照度についても，且また，

室内のどの点の明るさについても. 3 倍または 3 分の l

を超しではならないといっている。

( ロ〉まぶしさの問題 3 項はまぶしさをあげてい

るので，現野内に，光源の直射光があったり，直射光で

なくとも正反射などの強い光があったりすると，見えに

くくなるのできけなくてはならない。まぶしさという

と，いわゆるギラギラした光のみを考えるが，それ程で

なくとも，視野内に明るさのむらがあると，程度の低い

まぶしさが生じるので，とれについても. 3 対 1 以内で

あるととを求めている。ただし，との限度について，米

照明学会では次の如き表を示している。

室内における光束発散度の比の限度

( アメリカ照明学会の規格)

0

0

0

 

2

4

8

 

作業対象物とその淘聞との問で

作業対象物とそれより鯉れた面と申聞で

灯器や窓とその附近の商と自問で

普通，倶野内にある而と而との聞で
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( ハ) かげの問題 かげでは 2 つの問題が考えられ

る。 l つは作業面内の明るさのむらと同じ問題で， 他の

もののかげ，例えば手暗がりなどの祁魔についてで，こ

れも照度が 1 割以上減じてはならないとのべている。他

の 1 つは，物の奥行 ・円味ーなどを見せるかげ，つまり，

形の実体感に役立つかげの問題である。とれについては

私自身もゴルフボールを使って実験を行ってみたが，ム

- y ・スペシサは，明るさが 2 対 1 か ら6 対 1 イ立までが

具合が良< . 特に 3 対 1 がもっとも良いとのべている。

( エ〉スペクトル分布の問題 とれは光源の色を論

議したのであって，ものの色の見え方については，我国

でも盛んに論じられているから紹介の必要もあるまい。

尚，スベクトノレ分布として，光に伴う熱の問題までとり

あげているが，将来はともかく特別の場合に別の形で論

ずべきことと考えられる。

( ホ) 心理的効果 ( 気分) について これは中々而

(8 ) 天井からの照明. 壁

も床 も暗色， 悪い

( d ) タ. ウンライト

のみ. 悪い

( b) 天井からの照明 ，

壁は明色，良い
( e) 天井埋込. 惑い

場

ＨＰ Ｉ 天 井からの照明 ｉｃｾ ウシラ ( f ) 壁のバホル照明，

イトを加え. 壁は明色，優秀 良い

白いことをのべている。先づ，天井だけ明るくて . J レー

パローノレ照明のような場合だろうが，壁や床が暗いと，

井戸の中から空をのぞく感じがする。これに対して壁を

明るくしてやると，大分気分が良くなるが，未だ会った

臼の感じで充分でない。更にダクジライトを補うと，口

のきして来た感じで甚だよくなる。それでは，ダクジラ

イトのみの照明はどうかというと，夕立の来る前の感じ

で大変不安な気分である。鐙光灯器具の埋込みライシラ

イトも，問の天井が暗ければ，ダクンライトよりましと

しても，大同小異である。とれを壁パネルの照明に切替



ると，ペラシダにいる感じで大変良い。これは照明環境

を天然のものと比較しているが，その結論はともかくと

して，興味ある考え方である。

( へ〕美的な効果について これは照明諮具につい

て，一応，形と色と地肌にわけて検討をしているが，と

りたてて説明するほどのものでなく，ものたりない。

( ト) 経済の問題 経済は全項目の一番初めにとり

あげるべき大問題である。ムーン ・スペシサは実用向の

規則として，器具の効率を7 5 %以上，施設の問有照明率

を5 0 %以ートーにせよといって，穏具の効率のほかに，室内

而の明るい仕上げを要求している。尚，この経済は設備

費が安いということだけで考えてはならないのは当然で

ある。

とれらの 8 項目の重要度を，ムーシ ・スペシサは，実

用照明と装飾照明にわけて， それぞれ100点満点の場合

に，初めに示した( ) 内実用， • (  J 内袋飾として示

している。

要 素 に つ い て の 私 見

前記の 8 要索も含めて，最近の照明理論は，白熱電球

時代の明硯論に較べ，はるかに進歩した合理的なものと

なっており，実際の照明施設を調べてみると，とれに符

号した良点とか歓点とかを見出されるととが多い。しか

しながら，これらの理論にも，不審な点とか，究明を要

する点が少からずあると思える。以下，そのようなこと

をのべる。

a . この照明理論で一番気になるのは，そのスタ ー ト

を，見る; 意志、を持った目が物を見わけるととろにおいた

ことであって，そのため，数益的な結論がはっきり出て

いるのは，その分野に限られており， 6 項の心理効果と

か 7 項の美的効果とかは，非常にあいまいであって，

他の項目との関連もうすいものになっていると恩われ

る。仕事をしつづけると考えられる工場とか，事務室と

かでも，仕事をしてる条件のほかに，仕事の初めとか中

間とかで，絶えず仕事へ誘導する照明環境が必要ではな

いだろうか。とのような考えからすると，数量的な結論

のある之のも単なる天降りらしい点が出て来る。まして

広い! 照明の分野には休息とか，娯楽等とかもあるので，

そういう点では幼稚であるとさえ思える。

b .  ｮｾ 度は高い方が見わけやすいのかも知れない。そ

の点は真夏の昼間の木蔭とか，アトリエとかの経験から

ともかく 5，0∞ないし 10，∞0 ; レクス位までは信用出来る

が，その場合，他の! 照明条件を改良してあっても，明る

くては落着いて仕事が初められないというととが起きる

のではないか。これも単に慣習と消されょうか。更に，

むらのない明るさについてはもっと疑問がある。ムーシ

・スベシナは同一作業而では 1 i!l IJ が限度，現野内では 3

対 1 以内といい，なるべくなら同ーを要求していると思、

われる。これも急な明るさの違いが自に刺戟を与えると

とは合点がいくが，全般が同一の明るきであるよりは，

注視点が明るく，周辺ほど暗くなっている方が，自を誘

導するカがあり，良いl照明なのだと思える。

C . 次はかげの問題だが物の奥行，円味を見せるのは

3 対 l が一番良いとわり切ってしまうべきでなく ，実体

感と同時に実質感も合せて三与えなく ては い け な い と 思

う。かげの部分の面積も考えに入れ，形と同時に地肌と

見せるとなれば 2 対 1 の良いことも 9 対 l の良いと

ともあると信じられる。

d . 光のスペ クトノレ分布では，光源の色のパラシスの

み論じており，現在，多くの人もそれにのみ捉らわれて

いるが，照明の分野ではあくまで照らされている面が問

題なのである。光源がパランスをもっていても ，壁の色

の反射光はそのパラシスをくづしてしまうに違いない。

色彩調節もこんな意味ではっきりとりあげ，尚，光の項

として，拡散件・の光の集中性の光とが，かえって論議さ

れる必要があると思える。

e. 気分の問題は，単にそういうことがありうるから

気をつけるという，ムＭｾ ・ スペシサの遊戯としか思え

ない。全面光天井でも部屋が広ければ決して井戸底にな

るまいし，非常に良いとほめたダクジライ トの補足にし

ても，明るさにむらが生じるから良いのだといえる。ま

たダクジライ トの配列を夕立前と評したが，配置と大き

さでは，楽しい星空ともなるからである。そしてある怠

味では，これこそもっと究明すべきだと考ーえられる。

( 筆者東芝賄事 K KJ照明課)
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エ ス カ レ ー タ に つ い て 公 文

エスカレータは1鈎 O年のパ Pの世界博覧会に出品され 支持梁に掛るエスカレ ータの諸装置については第 1 図

たオ ーテス ・エレ ベータ会社製のものが世界最初のもの を参照下さい。

です。その後種々改良せられて今日に至りました。 ｾ エスカレータの全巾Ｈ寸法 ｗ Ｉ は建物のエスカレ ー

我国においては最初，東洋オ ーチス ・エ レベ ータK K タのための通路の仕上り内法寸法と閉じで，又エスカレ

が米国のオ ーチス社の特許を使用して製作を始めたので ータ外側仕上り面とも一致します。隣接型据付の場合に

ありますが，その後三菱電機，目立製作所等も製作を始 はこの寸法は正確に 2 倍となり，仕上表面は 2 台のエス

めました。その根本的な構造においては各社とも同じで カレータの外側端と一致するわけです。十字式配置で防

ありますが，その細部内部においてほ大いに異った個所 火ν ヤヅターが必要な場合にはエスカレ ータの聞の V ヤ

が多々あります。その主体である階段部分の傾斜角は各 ヅタートラックのスペースをV 加える必要があります。

社共30
0

でありますが， その全長，深さ等には若干の相 エスカレータの全巾はそ の内側巾によって，又メーカ

異があります。これ等の寸法差はその設計の根本的な細 ーによって多少異りまず。

部構造の相異によるもので簡単にその寸法を変更すると 内側巾は現在では各社とも 32吋 ( 800m m) 及び 48吋

とは困難です。故に建物にエスカレ ータを設置せんとす ( 12∞mm) を主としております。 との内側巾はハシド

る時は，まずエスカレータの装置を充分に研究して建物 レーノレの下 5 吋の個所で両側聞の巾員の寸法をもって表

の基礎構造で遣うる梁の位置大きさ等をこれに適する様に わします。

定めなければなりません。 ｾ 現在我国で使用されているエスカレータの速度は ＹＰ

' エ スカレータは概要下記の様な部分から成立っており 択/ 分でありますので32吋巾のものは毎時50∞人 48吋

ます。即ち鉄骨架橋( 踏段を転勤させ る機構はとの架構 巾のものは毎時8000人の輸送能力をもっています。これ

の内に装置されますし，鉄骨架構内昇降通路，上下乗降 は普通の Ｗ ｾ Ｘ 階の建物に用いられている速度が ＴＰＰ 吠Ｏ

口，乗降口上部プレート，ハシドレーノレと外側仕上部間 分，定員20名位のエレベータの約10倍以上に相当するも

のデヅキカパ一等であります。とれ等以外の部分は通常 のです。

別途ヱ事として除外するのが慣例となっております。ｾさてとのエスカレータの配置は如何にすべきでしょ

第 1図は一例としてオ ーチス R 型エスカレータの設置 う。 エス カレータは人々 の往来する主要通路の延長とな

に必要な各部の寸法を示しております。 る様に据付けるべきであります。一階における主要通路

エスカレータの基準線は鉄骨架稼の傾斜部上部平面上 は大体建物の入口の位置によって定まりますが，その他

にあり，この平面の中心線が夫々上下両階の仕上床面と の階においてはこの様な一般的な人々の動きと いうもの

交わるこつの水準点をワ ーキ ングポイントとし，主要部 が無いので夫々の状況に応じて，又乗継ぎにも都合のよ

分の据付はこの点を基準として行われます。 い，すなわち連続交通に便利な様に配置すべき です。〈第

踏段の先端から 7 択を垂直に隔て，上階床仕上の点を 2 図的。エ スカレータ の配置には十字式と並列式があり，

へヅドルームポイントとし，との点を含んで 30
0

の傾斜 更にとれをそれぞれ隣接裂と分離型に分けます。十字式

のエスカレータに並行な面がエスカレータ通路上の建築 は乗客の水平移動を刺戟し、又乗継ぎが容易であります。

構造物の下部の限界 となります。と の 7
択の霊直ク P ア 隣接型は据付が簡単になり従って費用が経済的になり ま

ラシスはエスカレ ータ の乗客に対する通常の最低限度で す。分離型は人々の動きを充分に交錯させるととと見通

あります。
しをよくするという点で建物によっては価値がありま

エスカレータを支える上下の梁は同時に建物構造のー
す。並列式配置は印象的で乗客のi視野を広くするという

部をなす場合が多いので，その寸法は必ずしもエスカレ 点では他の配置より優れております。 ( 第 2 図的

ータ の支持梁としての計算では決定することは出来ませ ' 乗客はエスカレータ に乗る時，降る時，瞬間的ではあ

ん。従って梁の位置はそれ自身の中心線に関係なくエス りますが，何処へ行とうかとためらう傾向がありますの

カレ ータ の鉄骨架構端の位置に依って決めるのが普通で で，乗降口は通路の一部というよりは通路の延長となる

す。鉄骨架橋は第 1図に示してある様にV エノレフアジグ ようにその位置を定めるべきです。エス カレータに乗り

ノレを用いて梁に取附けられます。 たいと思っている人に早くエスカレータ のある場所を知

エスカレ ータ を支持する梁は仕上床面から ，少くとも らせ乗降口に進む道を容易に且つ速かに見出させる様に

140m m下った処とすべきで，とれは床面にひびが入らぬ することです。エスカレータは人々の動きを促進するイ力

様 に と れ だ け の 厚 さ を と る た め で あ り ま す 。 g - を す る も の で す か ら 仮 り 院 も こ れ を 妨 げ る 様 な 配 置 に
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しない様にしなければなりません，カーブはゆるい方が

通行が容易です。次々とエスカレータに来継いでいく人

もエスカレータから降りる迄は次のエスカレ ータが何処

にあるかというととは考えませんから，エスカレータの

乗降口を第 3図の様に幾分ずらしておくと自然に次のエ

スカレ ータがわかり，自然な来降のi 1rl れを得られますo

' 設計上の理想と構造上の問題とは時としてf中々妥協し

難いものですが，エスカレータの配置は第 4図の様にな

るのが普通です。ｾの様な配置にしますと鋸付 ｊｕｊ 問中

K 要する場所がi K 少となりますが，格問が充分に取って

ない場合には完成後附近の通路の交通が妨げられるため

に不便になります。 ⑮。の配置では構造上の点では有

利ですし，又両1 l l lJ の通行のスペースも充分に取れます

が，据付工事中の格| 閉が余計に必要です。

' 百貨庖等においてはその他にエスカレータの持つ魅

力，人々の動きを増進する力，装飾的面も最大限に利用

し各エスカレータからのi視野についても恨重な考応、が払

われねばなりません。

エスカレータといえば百貨! 苫を思い出す程エスカレー

タは最初は百貨庖用としてその価値を認められたもので

す。世界中の到る処一流の百貨庖の大部分は近代的な竪

の交通機関としてエスカレータを使用しております。こ

れはエレベータの様に待時間が無いので客に入りやすい

感じを与えること，乗客が各階の先場の大部分が眺めら

れるために購買欲を誘うこと，階から階へ連続的に愉快

に昇っていけること等が，百貨庖として有利であるから

です。

' 地下鉄， 高架鉄道等の駅にも多く利用されておりま

す。エスカレータにより間断なく采客を運ぶことにより

混雑を主主理する去l'呆ーもあります。又赤帽も特種な手押F f I

によってエスカレータを利用するとともできます。

炉 最近銀行或は保険会社等がｾ設賢治Ｚ高く又高い賃貸料

を得られる 1 階に主営業部門を置くより，これを 2 階に

移してエスカレ ータを利用して客を導ふ 1 階はノj 、光信

その他に利用するという行方，又はエスカレータを利用

して 1.2 階共営業部門に利用して 1 階の面秘を節約する

方法等が盛んに応用される様になりました。

小売商広も百貨庖にならってエスカレータを設置され

る傾向になってきました。

又アメリカにおいて一般事務所ピノレにエスカレ ータを

設置して良い成績をあげております。

その他レストラ Y ，キヤパレ一等もエスカレータを利

用することにより色々と面白い効果をあげ得ると思いま

す。劇場，スポ ーツセンタ ー，競馬場，放送局，博覧会

場，各種の会議場，官公箸，パス発着所等々エスカレ ー

タを利用しうる分野はまだまだ広大なものです。

' エレベータは何等かの特別な目的を持った人には誠に

都合のよいものです。その人は自分の目的が何階にある

かを知ってあり，その階へいき，その目的をすませてそ

の階を去り ，他の目的の階へいくために又エレ ベータ を

利用しますが，その人を更に上の階へ誘うにはその人を

引っ張り上げる様にしなければなりません。 エスカ レー

タはこの目的には非常に優れております。その輸送力の

大きさと相まって，益々その利用方面は広くなっていく

ものと思います。

( 筆者東洋オ ーテスエレベータ K K大阪支庖)
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1. 冷却噂の必要性

ターボ冷凍機，レ ν フ・ロ型冷凍機の如き，圧縮式冷凍

設備においては，冷媒を圧縮機により圧縮し，これを凝

縮機に送り圧縮された冷媒から熱を奪い去る事により液

化し，膨脹弁を通して蒸発器にて気化し，気化熱を奪い

去って冷凍を行うものです。

冷凍機の凝縮器倶IJ において取り去ってやらねばならな

い熱量は冷凍容量と動力の相当熱の合計ですが，これを

取り去る方法として普通次の三つの方法が採用されてい

ます。

(1) 比較的冷い地下水を冷源とする方法( 鄭 1図)

(2)  水の蒸発潜熱を利用する方法。蒸発式凝縮器( 第

2図)

(3) 水と空気との熱交換装置に依って水を冷却しつつ

繰り返し使用する方法。冷却塔法( 第 3図〉

(1) の 地下水に依る方法は，水温が比較的低温である

こと，冷源が液体であることのために，伝熱係数と温度

差を大きく選ぶことが出来るとと，従って凝縮圧力を下

げられること，尚附随的効果として，地下水の低温であ

るととを利用して ，取入外気の予冷が可能であること ，

冬期熱ポンプとしての暖房が容易であること等のあらゆ

る好条件を満してくれます。出来れば地下水法によるに

越したととはないのです。

しかしこの天然の恩恵ともみられ るものも永年に亘っ

て所期の水量の確保がます. 困難であるとと，不純物の処

理の必要，地盤の沈下等の欠点を持っています。特に水

量の減少を来 した場合，冷凍能力を予定通り仇かせ，且

つ地下水に依る予冷分を補うための対策が甚だ困難であ

り，場合によっては対策がつかない程度のものです。

(2) の 蒸発式選綿織 CEnparal in Condenser ) は凝縮器の

熱交換面において，強制通風による水の蒸発に伴う潜熱

M1 図 第 2図

を利用する方法で，良く設計されたものでは水の消費量

は極めて少< ( 1 ) の場合の数10分の l で足ります。しかし

この式はその方法の性質上，小容量の冷凍機にしか用い

ることが出来ません。

(3) の 冷却響 くCaaling TaW8r ) に依る式は，凝縮水を外

気をもって冷却しながら繰り返し使用する方法で蒸発

と，水滴飛散のための極めて僅少の補給水が必要である

だけで冷凍容量の大小に拘らず使用されます。この式は

ωに比べて凝縮圧力が高く なり，動力が幾分大きくなり

ます。

冷却塔法は地下水法に比べて，正に対際的な性質を持

っています。とれを表にすると下記の様になります。

I  I 地 下 水 怯 j 冷 却 培 法 '

水 消 粍 | 多 量 | な し

水 量 磁 保 | 不 安 | 安 定

水 質 | 不 安 l 安 定

地 盤 沈 下 l 不 安 | な し

離 繭 圧 力

冷 凍 犠 馬 力

2. 綿回ピルの冷却犠

低 高

大

梅田ヒソレの冷房用冷凍機は合計 550冷凍トシ ( 6，6∞，

o∞Bt u/ H) で， とれを地下水をもって賄うとすれば，

どんなにして も一昼夜30，∞0石の井戸が必要となり梅聞

界隈の地下水事情では長年月に亘って上記水量をコンス

タシ トに確保することは困難であろうという結論に達し

ました。

第 4図は北大阪及び御堂筋附近の冷房用の主主井分布図

で大阪駅曹は特に大容量のものが密集しています。従っ

て水位低下のための揚水量の減少に対する策に悩んでお

られるものもあります。現に梅田 ピノレ附近のあるピノレで

は 4 つの井戸の総計で70.5 %に減少しています。又横橋

11' 3図

地 下 水 法 蒸 発 法 冷 却 塔 法

ーーホ

50 

冷 * 機

凝 縮 器

戸

冷 煤

外 気

ポ ン プ

外気

冷 I事 .

. 繍 髭



附近のあるピノレでは使用後 3 年で8 0 %に減少していま

す。尚梅田ピノレの如〈将米，附近に大容訟の井戸が縮ら

れる処ではその影響を考慮に入れておかなければならな

いと思います。

以上の理由の他に水質処理の問題があります。梅田附

近の弁水は有機分，鉄分を多く含む為，冷凍機冷却用水

として使用する為には水質処理をしなければなりませ

ん。井水を使用する為，地下スラプ下に大がかりな沈砂

槽，原水槽， 浮水槽，地階床上に気曝室，急速泌過装置

等の設備を必要とし，建設当初の設備鈴が全般として冷

却塔法より高くなります。又，保守の点からも減過装置

の取り扱い及び冷凍機の凝縮機のチュープのスケーノレ掃

除等の繁雑さを冷却答を採用するととにより避け得られ

ます。

地階の機械室スペースを他の川途に利用出来るという

事は，ピノレディ シグの林立する地域では大きな怠味をも

っていると思われます。

又井水を大容量コンスタシトに汲み上げないことによ

り，大阪駅附近の地盤沈下に影響を与えない事は勿論で

す。

しかし一方，前に述べました様に凝縮熔冷却水が温度

が高い為，凝縮圧力が高くなりその動力及び冷却感の送

風動ブJ 等により動力が地大し運転貸が高く なります。又

屋上にかなりのスペースを必要とし，且つ梅田ピノレの場

合は大阪駅の真正面にあるため外観に対する仕上上の考

慮が払われました。

梅田ヒソレ設備計画の当初に当って地下水法と冷却塔法

との設備費と動力貨の比較検討を詳細に致しました資料

の一部が下記の表の通りです。

但しとの表では設備費， 動力! f r 共，冷却塔のものを

1∞としての比率で表わしてあります。

地 下 水 冷 却 堪

股 備 費 動 力 段 備 費 動 カ

噛 9思 鴨 . & 

冷 凍 撮 75 .S  68 .5  81. 5  83. 26 

コ ン デ ン サ ー ポ ン プ 1. 97 . . 22 

3 “  
10.54  

l'I ｾ用ポンプ 0. 78 2. 11 0. 33 0. 52 

深 井 戸 設 備 18 .1 8. 42 

，戸 過 股 備 33. 6 8. 42 

気 喝 設 量 0. 09 0. 11 

同T 却 塔 12. 7 5. 68 

配 管 . グ ア ル プ 其 他
2. 03 

130. 04 91. 78 100. 00 1凹 . 00

M 4 図 冷 房 用 撃 井 分 布 表
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第 Ｕ 図は 冷去 ｉｬ ｾ答の側面図 ， 平面凶， 第 Ｖ 図は 内部構造を示したものです。

第 5 図

冷却帯側面図

冷却場平面図

第 6 図

冷去IJ 塔内部

上方にJ 1 l ' ! 滋川ノズノレ除7.1<板

が見える。
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競 7図は屋上における配置を示したものです。
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3.  冷却容の性能とその撰択

ー般に冷却塔のある 一つの条件での性能を表わすもの

として次式が用いられま す。

一
a

'
n
ア

向

d

一f

2

一
i

，
1

K. a. V 

---y: 一一 =

j  d t  

1 万二五五-

1  

K =エ シタルピ ー基準総括熱伝達係数，BlIl /H .Ft
2

. .tJh  

V= 冷却塔の有効体積，Ft
3  

a=冷却塔の有効体積l F，:l 当りの空気と水と触れる面積，

ｆ Ｎ ｾ＠

a V=冷却塔の有効気水接触面積，}弓Z

G = 空気量，L b/H  

L = 水量，L b/H  

h= エ ンタノレピ ー，Bt u/Lh.  of  Dr y  Ai r  

/ ' 1- ある水温における飽和空気のエ ンタノレピ ーB/u/L b

of  Dr y  Ai r  

ha = 空気のエ ンタノレピー， Bt u/L b  of  Dr y  Ai r  

t =冷却塔内の水温， F
O  

.tJ t = アプローチ ( 水の出口温度と空気の入口温度の

差 ) ，OF

向流の場合は熱交換の模様は第 8図に示す様になり ま

す。

第 8図 T emp. -Enthal py Di agram for Ai r -Wat er Vapor Mi xture  
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第 9 図 Character Chart 

白 nat ant Approach 

L

す
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K. a.  V .  L  

111 と ( t 1 - (2) をある値に置いて一L 一一とc ; との

l ogを座標とし， アプローチを補助変数として各種型の

冷却塔の性質を第 9図の様に補正するととによって色々

な条件での冷却第の性質を知る ζ とが出来ます。実際に

当つては， 与えられる Dat aは L ，t 1，12 及び h
1 であ

り，とれに依って，色々な型の場合の G が分ります。次

に数種類の型の冷却塔について検討し，これ等に対する

設備s ' ，償却it ，運転勤力! l l ' ，維持費等を決め， 第10図

に示す様に経済点を求めて冷却t蓄の選択を行います。

i梅田ピノレの冷凍容量は合計 6，ω 0，∞OBt u/ H， 冷却塔

第 11 図 系

-. !3t. L  

__z_ 

一_1. . キFZl

ｾｌ ｾ せ
一__a_

ーユ

一一丘

_ 5 _  

4  

盈盗塁皇A

___a_ 

で除去する熱即ち Cool i ng T  ower Load V主 8，338，0∞

Bt u/ H です。各Data は

L = 6∞，∞OL b/H ， t 1  =  101  OF ，t 2  =87
0

F  

"1 =42. 64B.  T .  U.  

4. 梅園ピルの冷暖房獲量

第11図は梅岡ピノレの冷暖房装置全体の系統を示すもの

でこれは各階毎調整を出米る様にしました。図中 H C と

あるのはヒーター ・クーラーで R Hは P ヒーター， A ，は

外気用空気洗機器，A 2は再循環空気洗機器を示します。

冷凍機のエパポレーター ，ｒＱ Ｎ ｒ コ Ｎ ｒ ｾＮ ，又は冬期の場

合のクオーター ・ヒーターにより出来ました冷温水は，

統 図
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各階の H Cに送られ冷温風を作ります。冷凍機のコンデ

シナーの冷却水は屋上冷却培に送られ冷却され循環しま

す。その一部の冷却塔に入るまでの暖かい方の循環水を

R Hの系統に送り ，要所につけられたナーモスタヅ トに

より，モーターパノレブを倒閣するこ とにより自動温度調

墜を行うわけです。各階の送風機及び外気，再循環空気

用送風機，ポシプ類はすべて地階操作室の押釦により遠

方操作されます。

第 12図は地階機械室の冷暖房機械の配置を示すもので

す 。 ( 以 上 〉

第 12 図 機 械 室 平 面 図
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栄賀5頁理処の芥塵

陶器，硝子と金属類とその他の維芥を先づ選別して雑芥

は乾燥して焼却炉で儲かれる。ガラスはガラス，金属類

は更に選別せられてその起〈所に向って再製せられ灰は

肥料として縫村に送られる。又燐却する時に出る然もそ

の依放散しないで有効な利用の方途はないものであろう

か( 所を得て労1 J J 者の無料浴場など) 。こうして見ると

J!}i 芥の中からかなりの原料やら再製品が日の目を見る事

になる。捨てるものを捨ててしまうのではなしにとれ等

の経過をー述の生産の過程として見るなれば腿芥を原料

としてガラス，肥料，欽，熱を製品とする工場として考

える事が出来るのではなかろうか。

' ピノレディシグやホテノレ，病院等ーにはとれらを向ら処理

する談‘備がその目的に応じて考えられている。ピノレディ

シグに就ていえば紙屑，盛芥と茶殺に分ける事が出来る

紙屑は屑箱からダスト ，i / ユートを降って集積場に集る

今の所この紙屑は焼かずに集積欄包して処理拘. 当者その

他の人件費供出の一助になっている場合がある。又茶殺

は紙屑とは別に ν ユートを設けた方がよい。訪問先で番

茶を出さねばならない判恨のある都市ピノレディシグでは

相当抵の茶般と紙屑を一緒に投入すれば紙屑は湿める又

売れない。それを燐くのにも手聞が掛って困る。弁当箱

の残業と茶般はピノレディシグ各階の流し場( 茶汲場とし

て大低各階に設けられてある) に茶殺捨場所をしつらえ

て水洗箱を通して ν ユートで地下に送り脱水乾燥後焼却

するのがよいように思う。選別して捨てる狭をピノレ生活

者に徹底させる取も又必要である。ホテノレの場合は料理

場，食堂等の厨芥その依飼料となり病院の汚物は乾燥燐

却の特別の考慮、を払って焼却してしまう。

ーj監も政って山となるという古諺があるが，徒に座の積

もった山を凡ているだけでなしに殊に都市の生活者に於

てはj壊の捨て Jj， 使い方に就て J2. 非とも配慮を願いた

( 術者須賀工業 K K営業部長)い。

ー人は毎日の生活の中からJ J l f 芥という迄礎物を残してい

く。各家庭生滑に於て台所から消婦車に送りそれを纏め

て市町村のT ! I 芥処理場に，或は公的生活に於てピノレディ

シグ，劇場，病院，ホテノレ. 工場，公図等より夫々多量

の} ! J 1 芥を排出している訳である。人は生産をなし消費を

なしその後に又塵芥を生産している。経済活動の生産と

消費に就ては真正面から考えながら j盛芥に関してはその

行方に就て案外忘れられている。捨てたものではあるが

見捨てにしては置けないものがあるのではなかろうかo

' 各家庭の鹿芥をうまく処理する事が出来ればとりもな

おさず市町村の処理する塵芥が少なくなる引になる。こ

とらが社会生活を社会的に向党する手近かな実践の方途

ではなかろうか。家庭から出たj盛芥は市町村のm帰車に

集められて速く運搬しなければならない。それを集めて

焼いたり，埋立用に使ったり，又舟にF白んで海に捨てた

り仮りに 1 日l 人当りの座芥排出日; を 0. 5 J i [ とすれば10

万人の都市で50Mi， 2  J i i 車トラック 25台分にもなる。その

為の市町村の費用は莫大なものといわねばならない。そ

の節減が家庭の各人の三考え方と処置によって可能とすれ

ば是非とも一考を煩し度いものがある。たとえ飼育料肥

料用として直接使用するにしても選別も出来ていない湿

めった雑芥を集められたのではどうにも始末が厄介であ

る。家庭の台所から排出する鹿芥に就ていえば台所の厨

芥はその ＹＰｾＶ は犬猫難の飼料になり残りの止むを得ない

10 %は肥料になる。厨芥の中には乾燥して燃料となるも

のも多い。又紙屑，塵芥，縄屑， hLE定等ーは立派な惨1 ; 料と

なる。この外積極的に家庭内で燃料源を求めるなれば捨

てるものの中にも忘れられたものがかなり出て来るもの

である。陶器，ガラス，電球，鉄屑，古館， ｾＡ金等はど

うしても屑屋の厄介にならねばならない。それにしても

こういった処理が家庭で出来るとすれば市町村の塵芥処

理はどんなにか軽減される事はいうまでもない。

炉台所から出た雑芥は清掃rjr によって集積せられ瓦記事，

一 武 智 王 鉄 筋 混 凝 土 杭 基 礎 工一一一一一一一

口信三角型鉄筋j昆凝土抗基礎工

ー コンポジヅト 、ノ号イノレ( 長尺継杭) 基礎工ー

i則岱 ・地f守調査 ・地耐ブJ 測定路工

Z午特

杭 砂 利 充 J)1 に よ る 特 殊 施 工 法

支持力強大。工事氾述。工費低成

特

長

所

57 

務

取 締 役 社 長 福 留 地 喜

大阪市内区西長期北通阿丁n- o 制野ヒソレ三六号

氾濡新聞I J @} t . 九五- } t . 九八森

工智武株 式 会 社
潮

俳

衣

防

地

付

制

び

土

実

及

盛

る

書

、

け

明

上

於

豆

説

出

に

進



建築衛生工業さプラスチックス製品 小 川 誠 耳

1.  化学の進歩 IC伴い. 合成樹脂工業が発展して，すでに衣類の分野では相当な

j 也歩を領桁している。資郎に乏しいわが悶でも l まだ求めるに図る E ともない石炭

とか埴とかいうものを原料I亡した化学処理によって何られる物質であるから，その

進庶のほどは， はかり知られないものがある。末おそろしいような物質であり i お

そらく近き将来， 人聞に必要な身辺の用具 ・司氏l吋・情造物の過半がプラスチック製

IC化しはしないかというととを配倣し得るほど， うかがい知れない発述白川l途をも

っ物質である ーと目、は感じている。

2.  昭和30年に通産省が，合成樹脂工業を育成し増産

計画をした材質は約11種であるが，それだけでも各種の

用途に適切な性能を具備した必需品を製作する材質であ

る。このほかに将来どれだけの材質が考案され，それら

がまた化合された材質もでき「るかわからない。建築物の

様式さえもが，プラスチック製品の適確有効な使用によ

り，ついには外観内容とも面白を一新するほどの改革が

おとりはしないかと思われるくらいである。建築家も.

衛生訟備関係者も，プラスチヅク製品には，今後少くと

も怠りない関心をもち，かつできるだけ善用利用するこ

とを考慮すべきだーーと私は考えている。

3.  ところで，現在の段階において，私の属する建築

衛生設備の分野に，プラスチヅク製品は，どの程度K 進

出をしているか， しようとしているか，予期できるか，

というようなことにつき，簡単な私見を申述べてみた

い。残念なことに，化学にも物理にも知識の浅い私のこ

とであるから，この一文には，その道の専門家がみれば

見当選いや，買いかぶりや，間違いもあるかもしれない

が，なにしろ衛生設備の分野で，プラスチヅクという言

葉が出始めたのが，ここ 2 ， 3 年前からのことであるか

ら，深く研究している時間もないわけで，ただ単なる私

見に過ぎないことをおことわりするとともに，お気付の

点はご指導をいただぎたいと念願します。なにしろ，現

在は別に大した進出振りではないが，との物質は軽々し

く考えていられない V ロモノだぞという気がしてきたの

である。

4. 建築衛生設備に関係のある資材といっても，現在

のところプラスチックの管が主主場したというだけのこと

だが，屋内衛生設備にプラスチック製という非金属管が

もし有用なものであるとなれば，これだけでも大変な問

題である。従来からの各種金属管に取って代わるものだ

とでもなれば，乏しい鉱物資源しかないわが国では，非

常なうれしいことで，しかもラプスチヅク材の資源には

国内だけで不自由をしないのだから，とんなタナボタ的

な結構なことはない。なんとかして少しぐらい無理して

もプラスチヅク管を使用したいと切望さえする。なんと

か，プラスチック材を今後とも一層育成改良して，これ

までの金属管に代え得る f生能をもった管村を製出するよ

うに早くなりたいものである。
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大体，プラスチヅク管の実用はドイツ，イギリスが先

輩で，アメリカでは，やはり第二次大戦後に本腰を入れ

はじめたようである。現在アメリカでも，まだ管材つ規

格というようなものはできていないで，最近ようやく規

格を制定しようとしている程度である。イギリスには，

すでに以前から水道用( 地中埋設引込用) 管の規格があ

る。しかし，このプラスチヅクは，ポリエナレシという

種類のもので，黒色軟質のものである。この材種はアメ

リカでも以前から民間の私設給水設備には随分使用され

ている。主として地中埋設管として用いられる。しかし

まだ，アメリカでも，各大都市の水道当局が，ポ 3 エチ

レンのみならず，い かなるプラスチック管をも使用認可

にしたのを私は知らない。

5  ところで，東京都水道局は，本年地中埋設水道引

込管用に使用許可した硬質塩化ピニノレ管( これを略して

硬海ピ管という) というのは，ポリピニノレという材種で

あり，上記ポ 3 エチレシとは違って，ほぼ乳白色の硬質

に属するものである。総じてプラスチックは酸性液に対

して耐食性が強く，電気の絶縁体で電蝕からも自由で，

その平滑な管層は理想的で，腐らないから永久に平滑で

あり，おまけに軽量で接合きわめて容易であり，工費を

軽減する。だから金属管で腐蝕対策に因りぬいていた酸

性液を取扱う工場などは，いち早く硬海ピ管を使ってホ

ヅとしている。やれやれこれはよい物質が出現したとよ

ろこんでいる。価格の問題ではないのである。しかし，

衛生設備では普通の空気や水を機送するのが大部分であ

るから，薬液を扱う管ほどの尊重価値はないが，それで

もプライシ水や冷媒薬液やその気化ガスやガソ ! ) y石油

重油の管や，実験研究所の掛流しからの排水管などには

大いに使用価値をもっ場合があろう。

6  民間がどんなプラスチヅク管を使用しようと，そ

れけ臼由であるが，官署が規則によりある種の管を許可

するからには相当の研究実験を経てのことと思うが，何

分いまだ実用後年月を経ないので，経年による材質変化

というようなことは調査しがたい。現在の国産@. ! 塩ピ管

にはこの点にいささかの不安がある。しかしいずれにせ

よ主都が使用許可したとなると ，次第に諸都市の これに

ならうものが出てくるだろうし，これは相当画期的な変

転といえよう。が，きて，硬塩ピ管とポリエチレン管と

を実物で比1絞してみると，水道の地中埋設引込管用とし

てアメリカ，イギリスでポリエチレン管しか佼わないわ

けはよくわかる。

7.  ただ残念なことに，いまわが閃ではポリエチレシ

は製造する工場がない。イギリスから原料粉を輸入して

おり，管に造っているものも小工場が一つあるだけのよ



うである。水道課が許可しても，現在民間用で手いっぱ

いで，とっても大量の需要には応じきれない。そこえゆ

くと ，硬趨 ピ管は衣類のピニノレと同じでもあるのか，

紡績会社で原料粉を製造販売している。ピニノレ管のパシ

フレヅ トを見ると ，石炭や塩から化学処理する過程が説

明 してあるが，管製造会社がこの設備をもっているので

はない。管製造工場へはクドシ粉のような白色の原料粉

が袋に入って届いている。この粉を熱して圧力をかけて

型を通過させると，管になって押出されてくるのを， 7.1< 

で冷却するだけの工作である。とんと太い 7 カロニを造

っている格好で，工場も手ぎれいで，安値に製造でき

る。機械といっても小形な簡単な構造のものである。だ

からポリピニノレ管の工場は，とのところ急激に増加し

た。それが販路をどこかに見出さねばならぬのだから，

東京都が使用を許可したことは，極めて有力な販路を開

拓したわけで，水道引込管は全部硬温ヒ・管になってしま

うだろうと思われたが目下のところなかなかそういう形

勢が見えない。案外なほど需要はないらしい。

アメ Y カでは磁極ピ管はポリエチレシ管より高価につ

くらしいが，わが国ではポリエチレシ材は輸入している

ので少し高価につく。それにしても，高率の関税を払っ

たものより，申訳ほど安いというのは，相当な価格だと

思われてならない。白ガス管とほとんど同値もしくはそ

れ以上につくのでは，ガス管を使った方が無難だという

ことになりそうである。ズクからガス管を造る工場の筋

設や工程から考えても，あんな簡単な工程でマカロニで

も造るように出来る管が，もっと安くならないものかと

だれしも比較して考えると思う。少くとも今の半分以下

の値になったら，なんとかして屋内に使ってみょうかと

いう気にもなるが，あんまりまうけ過ぎなさんなよと，

見学に行ったとき工場で悪タレをついたら，とのクドン

粉の値段が高いんだから仕方がないという申訳であっ

た。来年にはポ Yエチレンをつくる工場も 10億近くかけ

て 2 箇所できるそうだから，そうなったらポ Dエチレシ

管も水道引込管として使用を許可せざるを得ないことに

なるだろう。

8. アメリカではポ Dエチレジ管は，給水管や井戸ポ

シプのすク ν ヨシ管などに使用するほか，暖冷房配管の

一部や床暖房のような比較的低温度の温水管にはすでに

使用している。 コシク Dート床へ直接埋ゴロ ν て し ま

う。軟質といっても相当硬いプムと同じような材質で，

温度による伸績は相当にあるが，自粛力が強いから心配

はないらしい。そうかと思うと，スケートリンクの床に

も用い，プラ イン水を通して氷を張らせている。硬塩ピ

管では， この両者ともに不適であるが，ポリエチレシな

らこの程度の温度幅にはまずまず利用できる。

9  高熱に耐えるパヅキンもある。これまで充分に耐

久性のある物質がなかったのであるが. ト270

0

C ぐらい

までには耐える H 四弗化エチレン ' 1製品がある。 - 200
0

C

でも耐えるそうである。また，ガラス繊維の布にポリエ

ステノレというのを塗って+ 60_ 70
o

C ぐらいの低熱処理

をしたものは，鋼製と同じくらいの硬度に までなるそう

である。グライダーの骨組を造っているそうだが，なる

ほと' 2m mあるかなしの厚すの径V の管が，充分の弾性は

あるが，なかなか腕力では押しつぶしにくい。こんな管

なら，今からでも術生工事に使ってみてもよいと思った

が， このガラス布入ポリエステノレ材は，接合が困難で目

下のところ管としての実用性はない。しか し，このよう

な耐熱と強度と耐蝕性とを具有するプラスチック材は，

おそらく近い将来出現すると信じる。 そ うしたら，鉄骨

とまではゆかぬにしても ，どしどし鉄筋のかわりにコシ

クリート中に配筋されるような世の中にもなりそうであ

る。建物の自重が相当軽減され，基礎工事も安くなると

いう事態もおこりはしないか。

10. せっかく市販されだしたのだから，硬塩ピ管を屋

内配管にも用いたらと，随分考えたが，今のところどう

も不安で使う気になれない。この点ポ 3 エチ レン管も同

様である。気混差の安全圏がーOO_ + 60
o

C だというこ

と，ネズミが苦もなくかじれる軟かさ ( 鉛管と閉じくら

い) ，鉄管の 5 - 7 倍の膨脹率，検管は管径の 8 _ 12倍

ごとにツ Y 金物をする必要のあること，な どではチト手

に負えない感じがする。それに，継手類は，型の中子が

砂というわけにはいかないから，金属で造る。だから中

子を引出せるような内部形状となり，給水用継手て・も T

やエノレボの曲リカドには丸ミはつけにくい。給水用はと

れでも我慢するが，排水用には致命的で，これが解決し

なければ排水管には使えない。いますぐにで も使ってみ

てもよいかな，と思われるのは通気管であるが，それに

しても， ともかく白ガス管よりよほど高くつく管を，わ

ざわざ使ってみる気には，チトなりきれない。まあ白ガ

ス管の半値以下になる時代まで待つよりほかはない。そ

うなったら，管の欠点充々承知の上で，なんとかして使

ってみようという気も出てくるだろう。

11 .  ζ う窃いてくると. 妙Iζ 硬嵐ピ管をケナしているようにもとれるが， 礼は

とう身えている。ウドノ初円体も製iJ も， いまにもっともっと改書されてきて，ど

うやら金属管白得点をも兼備したプラスチック管がきっと出現すると思う. いまの

硬滋ピ符は， まだまだポリピニル材としてもほんのハ ν リで. 改良の余地も安価 IC

車置造する方法も克分にあると忠、う自である。

12.  そうなってきた時分にはＮｾのみでなく，シスタンや 洗 浄管も， ポールタ

.Y プのポールも I 便座 ・化鮭タナ ・化粧箱 ・シャボン入の類も. ホセン白コマバツ

キンや洗汀，弁内のピスト y 式主井の頬も，あるいはもっと進んで衛生 E 具やトラッ

プ頬にいたるまで . 取って代わるような ζ とにもなりかねない。乙うなってきた

らi 砲壌の ")j でも. 床噌天j 干の仕上材料，間仕切から戸のU i . 防 水 踊 か ら 窓 ガ ラ

ス イス ・テープル ・1I : ケース ・カウンタ ーのui ま( ! .- 切合財各積プラスチック材

でIml C 合うというような E とになるかもしれない。 ( 開30. 10. 10)

( 筆者斉久工業 K K取締役〕
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建築設備工事の分離護法問題について 高 橋 誠 義

Ｕ Ｇｌ頃ある官庁建該工事の訟 備 工事入札に 一 主主祭 Ｑ ・ Ｇ､ ｾ ｊ 定 合業者に包括してti V負わせるこ とは全くt 1 : 誌がないばか

者が指名され入札に参加したことに端を発し，} J ! 訟省そ りでなく，施主に総合業者の経費を余分に負判させる こ

の他諸官庁発注工事において総合建設訪ね染者( 以下総 ととなるのであるから訟備工事は他の工事と分間t し，前

合業者と記す) が告: 備工事を諮負うことは中央建訟業容 接訟備業者に発注することとすべきである。

議会で決定された分離発注の精科に反するということで これが第一の理由である。

東都で大分問題にされた。そして，そのことは当時連日建 2. 下請工事費に関連する問題

設設備関係新聞紙上に取上げられ，総合業者を設備工事 従来総合業者には往々下請に対する工事代金の支払が

の入札に参加させてはならないとする東都設備業界の強 不円滑な傾があり，該備工事を下諮路工した設備業者が

硬な意見が盛んに有道され，なお，との問題についての この面で今日迄非常に苦しめられて来た。施主からは

談備業界の会合が数次に亘って催 されたのであって，そ 談倣工事ｾとして総合業者に支払いがあり ， 設備業者と

の帰趨如何は関係方面で多大の関心を以て眺められてい して当然総合業者から受取るべきものがあるにかかわら

た。〈その後該設備工事はその総合業者の請負に決定し， ずその中の大部分か或いは全部が支払われない場合が多

目下工事が進捗中である) 。ところが，これ程の談備業 かった。とれについて総合業者はやむにやまれぬ金融上

界の大きな声に対して，総合業者からは当時表立った発 の事情と説明されるが，とんな不合理な話はない。又工

言は一言 も聞かれず，該備業界としては何か物足りない 事費そのものも総合業者は設備業者の後牲においてこれ

拍子抜けの感を抱いたかも知れない。又世間の一部でも を切下げており，設備業者の生活を脅かそうとしている。

不思議に思われたに違いない。総合業者がこのように沈 これでは設備業者の生きて行く道がない。下詰としての

黙を守ったことについては色々の思惑があったことであ 設備業者にとってとれからは，これまでの大きな悩みの

ろう。中には余り細い村経を使うも大人げないと，故意 種であったので，分離発注によってこれらの弊を避ける

に沈黙を守られた向もあったものと恩われる。しかし， より他に道はない。

余りに音無 しの構 えでは総合業者は一体何をしているの とれが第二の理由である。

か，何もいえないのか， とお叱りの筋もないとは限らな 3.  ニ置税金の問題

いので，世論もようやく冷却しつつある現在，ほんの少 施主から設備業者にl宵接工事を請負わせれば設備業者

しばかり個人の見解らしいものを述べさせて頂くことと の税金だけで済むが，総合業者に設備工事を一括詰負わ

した。個人的な見解のこともあり，世論の対象とされる せた場合には，施主としては二重の税金を負担すること

程の言説ではないが，幸いに業界各位の公正な御批判を になる。又総合業者の税金は設備業者のそれよりは累進

頂けるならば幸甚と考える次第である。 的に高くなるので施主としては馬鹿々々しい税金を余計

' きて，総合業者を設備工事の入札に参加させてはなら に支払うことになる。

ないとする主張の根拠となっているものは次の諸点にあ これが第三の理由である。

ると聞いている o . 以上の三つが設備工事の分離発注に関する設備業者の

1. 総合業者の総合工事力の問題 所論の主なもののようである。以下これらの点に関連し

2. 下請工事費に関連する問題 て総合発I主と分離発注 との利害得失を論じて見たい。

3. ニ賃税金の問題 先ず第ーに I児かにして円かねばならぬととは，所謂総

' とれを更に説明すると次のようなことになるようであ 合業者の内容に関する事柄である。ー般に総合業者とい

る。 えば，建設に関する各部門を総合して施工し符る技術と

1. 総合業者の総合工事力の問題 能力とを持つ3走者の詣であり，最近建設工事中に大きな

総合楽ー者は，建設工事各部門を総合統一し，一つの建 部門を占めるようになった設備工事ももちろんその中に

設をまとめる大きな技術と能力とを有する筈であるが， 含まれるのであるが，実際面では設備工事は一指して設

多くの総合業者は設備工事に関しては，かような総合 備業者の手にゆだね，その他の込犠白部門だけを総合施工

工事ブJ を保有せず，工事を挙げて設備業者に下m1ftfi 工さ する狭議の怠l床の総合業者が普通であろうと忠われる。

せ，その上前をはねて幾何かの経費を取得しているだけ このような業者を B 級総合業者と仮有号する。このような

であって，そとに何等の技術的主導性なし下前に依存 場合においては見方によっては上述のような論議も成り

しているに過ぎない。かような状態では. 設備工事を総 立ち符なくもなかろう。しかし， ζ のような狭誌の建設
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各部門と設備工事とを更に総合し完全に全建設部門を把

握し総合的に施工する工事力を持つ業者こそ本当の怠l床

の総合業者である。これを A 級総合業者と仮裕する。そ

こで A 級か B 級かの区別，すなわち総合業者の内容の再

吟味が必要となってくる訳であるが，とれについては総

合業者の信用，組織，所有する諸純設，保有技術者，設

備工事の施工方法，施工実績等を基準とする ζ とにより

容易に判定し得るのである。又，例えば官庁で行われて

いる工事施工能力審査も判定についての一つの良い資料

といい得るであろう。

炉ζ のように等しく総合業者といっても，実質において

は技術能力に段階を異にするものがあるのであるから，

そのような段階の存在を無視して総合業者に設備工事の

請負能力なしとする上述第一の所論は当を失したものと

しなければならないであろう。本当の意味の総合業者，

わたしのいう A 級総合業者であれば，施工上最大の技術

である総合工事力を以て施主に対し総ての責任を持って

工事を完成し得るばかりでなく，工事費の点についても

直営総合施工による仮設工事授の軽減その他の無駄の排

除，機慰材料の一括購入等によって工事費節減を期し得

られるのであるから， A 級業者をも設備工事の請負から

除外すべしとするのは大きな間違いであり，施主として

も損失である。

' 所論第二についても同様であって， A 級総合業者とし

ての資格，信用は下請に対する支払を確実にし，下前工

事費について合理性を尊んで無理を強いないととが一つ

の重要なフアクタ ーとなっているのであって，もしそれ

でなければA 級総合業者とはいい得ないのである。した

がって，所論第二もまた総合業者を設備工事請負から排

除する理由となり得ないと考えられるのである。

' 第三の二重税金の問題については，もし総合業者が設

備業者に一式下請負わせ，設備業者から提出された設備

工事費を鵜呑みにしこれにある率の r7ージシ」を乗せ

て施主と契約するとすれば，或いはそういう問題も考え

得られなくもないであろうが， A 級総合業者の場合は設

備工事を当該業者の下請に付することとする場合におい

ても，自主的な一括総合施工の立場から検討するととに

よって設備業者の提出工事貨について合理的な節減の方

法を見出し得るのである。したがって，今仮に工事費そ

のものが課税の対象となるとしてみても工事費の合理的

節減によって総合業者の税金は十分にカパーされ得ると

ととなるのであるが，実際には，工事費そのものが課税

の対象とされるのではなくて，利益金が課税されるので

あるから設備工事に対するものが幾何になるかは逃かに

明らかにし得ないにしても，それは大工事f i l : を消化する

総合業者の場合においては，特に二重課税，施主の二重

負担として論ずるに足る程のものではないのである。し

たがって，所論第三も重要な理由を有するものとはなし

得ないのである。

ー以上，世上において設備工事分離発注の理由として唱

えられていると考えられる所論につき，それらが少くと

もA 紗総合業者には当てはまらぬ所以を述べた次第であ

るが，ここでわたしは，総合発注による総合施工には分

離発注による施工が到底及び得ない優れた特質があり，

総合発注こそ推賞すべき発注形式であるととを明かにし

て置きたいと思う。

設備工事を他の工事から分離して設備業者に施工させ

ることは工事の円滑な遂行を阻害することになり易い。

とのことは従米の実例がよく示すところであって，その

原因については，工事の資任範囲があいまいになり易い

こと，事故に対する責任の所在が不明確なこと，工事の

実施に関する連絡が不充分になり勝ちなこと等色々挙げ

られよう。監督上の指捧命令や注意が徹底し難いとと，

現場貝相互間，労務者相互間の怠志の疎通を図り難いこ

ともその原因として挙げ得るであろう。 又， 竣功後の

「メイシテナシス」が煩雑なこと等も分再ｾ発注の場合に

生じ易い欠点として挙げて置かねばなるまい。ととろ

が，真に総合的な施工能力を有する総合業者，わたしの

いわゆる A 級総合業者に総合発注した場合においては，

分離発注の場合におけるこれらの難点は，その有機的な

優れた総合性，統括性によって問題もなく解決されるの

であるから，かような総合力の持味を十分に生かすのを

有利としなければなるまい。実際にはA 級総合業者とし

て設備工事をも含めての総合的な工事能力を発揮し得る

業者はまだ少いであろうが，現にその能力を有する者の

あるのを無線し分離発注によってその特技を封ずるのは

適当とはし難い。とういう理由で，わたしは上述のとお

りA 級総合業者については寧ろ総合発注によって，その

大ぎな信用に裏づけられた最高の技術を発揮させて施主

に寄与する機会を与えることとすべきであると考えるの

である。

上述の所陰は或いは総合集者の立場 IC立つての我田引水的なも申があったかも知

れず ，:0: 備業界か告は一方的なm鎗として反蛤を唱えられる方もあろうと思 わ れ

る。 しかし現状では円本でも名所で大小にかかわらず，総合;I，rt 工市が施工さ れて

おり， * ' 11究，1' .工引も設備工事を合めて 指飾れ IC付されるのが大節分であり， 文

ｉｾ 界白辿ｊＡｬＺＮｬ世界でも ｡ も進歩的な米悶においても総合一倍施工が実施されている状

態であって. もし総合開 rllc本質的な欠陥があるも白とすれば，総ての段備工事は

投備j l c / f のみに発注される' y f という E とになる。 わが置において: ¥' l 備工事を他の工

1Jl 1ζ 総合して発Itする E とに欠陥があるとしても. それは総合謂れというものの木

T l ではなく， 総合章者の総合力止11何にあるといい得 るE あろう。

Jtri: JT句の待定! . l ! 設工事 IC関して総合業者 IC投備工$ を全而的 ICfIl ft わせてはな

らぬと由所諭 IC対していささかR 訟を明えて見たくなるのはわたし一人よがりから

であろうか。

ｦｲ ｦ ｾ の御批判を仰ぐ乙とができ れば 帯である。
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設 備 工 事 の 分 離 溌 注 問 題

世の中には. お互に仲良〈手を担っていかなければ，仕事がなりたたない業再や

問体の間に. 非常に深刻な対立ができる E とがある。医車分車を中心とする医者と

草剤師とのilH!. などはそ白最も甚しい例で ι *'1 にわたり血みどろの予を続げてい

るが， 同. ( ，. の団体聞の対立にもかかわらず，末的では期以と医苫がけんかして顎を

買わない， ＵＢｾらないというような ｅ とは聞かないＮ そして H 常の医磁は円筒It : 行わ

れているので. ｾＯＮｴ［こちも安 心して病 気をする ι とができるわけであるＮ 極〈近いも

の同士は. 利害白結び付きが官捷であるだけに. 却って対立も劇しくなる。建集界

においても建築訟計事務所と鐙針案務を行っている施工聾者自! 聞の設計分蝦問題，

綜合聾者と段備業者の問自分緩発世間町脅かある。 己目度「主主唱と社会J (J) 設備特

集号I t : r . の分鰻発許問固について， 綜合業者とｬＡＡ ｈ 鋼業者ｉｴＺｾ々の立掛から主ｬＡｬを書

いて l電うから. fi. 1 t : は発住者自立墳からE 見を書けとのお眠があった。大休刊ユから

j 、倒げんかは. x . も喰わないといわれているので. 気がすすまなかったのであるが，

止年也築界の末席をけがしているものとして. I J ! 棋界白過! ) J . 白ために必要な車見1;1

- - : t のベる務めがあると思い p しぶしぶ曹ををとったしだいである.

訟保i工事の分離発註問題が何故近頃やかましくなって

米たのであろうか。戦前から今日まで多くの発註官公庁

では，極めて小規模な工事では綜合発註をし，それ以外は

分離発註を行ってきている。これは工事執行の便宜上の

理由が主で，理論的なものでは無い。小規模な工事の執

行については徒に契約件数が増すのは繁雑であるから綜

合発注をする。小規模工事以外については，設計並工事

の期間が充分無いために，建築主体工事の設計ができれ

ば，その分だけすぐに発註をし，設備の設計はおくれる

ので自然分離発註をすることになる。この場合でも特に

綜合請負にするというのであれば，建築主体工事を請負

った綜合業者に特命で発註すればよいわけであるが，一

般には設備の専門業者に分離発註するととが行われてい

る。その理由について数人の発言主者の立場の人等の意見

を聞いたととろ，分離発註の方が工事が良くできるし，

完成後の故障等についても施工者に責任を持たせるのに

都合良いとのととであった。

というわけで，設備の分離発註が一般に行われている

以上，今夏改まって問題にする必要はないと思うが，主

として設備業者の側から分離発注が声高〈叫ばれだした

のは何故であろうか。この空気を建築界の発達の傾向か

ら判断すると，総建築費に占める設備工事授の割合は次

第に増して来て，戦前は2- 3割位だったのが，新しい程

度の良い建築では，建物の用途にもよるが，半々から，

逆に 6 割に達するものさえもでてきている。主主合業者も

この傾向を無視できないので，設備工事に関心を深めて

きたのであろう。設備業者も実力を貯え，自信を持って

自分の立場を主張するようになってきたのであろう。又
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別々見方からするととの一両年のデフレ政策により，入

札競争がはげしいので綜合詩負の場合には出 If I 且受芯の犠

牲が下 ｾ￬Ｇｬ の設備業者に負わされるという非剣Ｎも強い。分

離発註した場合でも，造る建築は一つであり主体工事を

中心として設備工事が行われるのであるから，主体工事

の業者と設備工事の業者とは足場の使用や，器只. め取付

けについて必要な経費の負担や工程を協定しなければな

らない。ちょっと考えると分離発註の方が設備業者にと

ってこの様な協定を結ぶのに不利ではないかと思うので

あるが，やはり設備業者は分離発註の方が良いという。

綜合業者が適正な価額で下請に出し，工事中も総理をい

わなければ，続、合発註で良いと思うが，中々そうはいか

ない事情があるらしい。

以上は実地本位の考え方であるが理論的に考ーえる人の

意見は綜合発註にした方が良いという。設備を分離発註

する考え方を押しひろめると，左官工事も，大工工事も

分厳した方が良いことになり，綜合請負の意味が無くな

るではないかという。アメ 3 カ式のゼネラノレ ・コ シ トラ

クターは当然綜合受註であるという。

結論として甚だ常識的なことだが，業界の現状にては

分離発註の方が実際的であるが，将来は業界の合J l l ! 化に

より特殊なものを除き綜合受註する方向に進んでゆくの

がのぞましいというととである。綜合業者をもって任ず

る方々は今後大いに努力して業界の改善向上に努めて，

設備a 業者の方々が気持ち良く協力出来るようにして裁き

たい。

文 ζ 白蟻会I t : 分問量発位問掴とは別であるが， 関連のある ζ となので考えてみたい

己とは，主体工事と股備工事白出計の綜告という ζ とである. 従来我国白磁築業界

では官公庁I t : しろ，包計事務所I t : しろ， 主体工事の災施忠計刷出来るとすぐ工事k

illl... 何ヶ月か後I t : 設備工事由実施訟針が出来て工事I t : 出す。 工事中に主体工事と

l i ! l : 備工原町; r'11lが0¥てくるのを， そ白書E度恐針変更しながら工事をすすめてゆくの

が普通である. ｾＮは ｅ れは極めて変則な ι とであって，主体と訟備の架線設 計は 完

全I t : 綜合され;l /li 白ない己とを! t l l ! してから。 工事I t : 出すべきであると思う. 例え

ば疏しの許細図I t : は授や床のタイル強りの高図， 続の位置と大きさ. 電灯の位置，

ホ訟の位1' 1. . 配管白おさまりがすべて立派にまとめられて製図書れているべきで

ある. ' s 1 . 情造悼を1 ' t < パイプ頬民ついてはコンクりート白被置や， 鉄筋や鉄骨との

交叉が組定道りいく ζ とが示されていなければならない. l ! t 備の実施息苦十によりチ

ェアクされていない主体工事由鐙計図は完成したY i tt 図という己とはできないと思

う. ｲＮ山点についてｾ末路国の ｬｕｴ 図が突によく出来ていて梅戚あるものであるの

に感心する.

良い縫績をつくるれには，総合的な完全な包計をする克分な期聞か与えられな吋

ればならないし. 主任砲祭事は今まで以上に設備担計について関心を持ち. 勉強壬

しなげればならないと思う.

( 筆者住宅公団大阪支所次長)



設備工事分離発注問題をめぐって 田 中 頁 太 郎

設備業者が弱い立場にある為に，元; ! ? から工事でいじ Jl IJ とする見解をとっているように聞く。本号の左の頁で

められ，支払いで泣かされＮ安い工、 ｊｾ に必 ＳＲＭ 以上の点任 大阪支所の議中ー次長が執弔されている筈であるからここ

を負わされるポは，未だ耳にする訴である。その打ー開策 には述べない。( 大阪 ・福岡何れも分離発注された。)

が昨年頃から少しづっ業界の訴題にのぼっていたが. 今 設計事務所ではどうだろうか。最近の設備の進歩と志

向住宅公問の工事が発注される機会に分総発n運動のの 要tl: をif' rihs している指導的な事務所では分離の正しさを

ろしがあげられた。顧みれば外国から新しい述築が給入 認識している。イf[ し，設備に対する実力を常備せず，設

されて以来，建築構造にも建築設- l i 簡にも格段の進歩が遂 計は勿論のこと計画でさえ建築図面が出来上ってから総

げられたものである。それに加えて敗戦以来米国式施工 て下請に出している事務所や，もっとひどいのになる

法を経験するに及んで又急激な刺，伐をうけた。そして丁 と，格造計算までもアノレバイトにまわし，ただ施主との

度ゼネラノレ ・コ ジトラクターに必適する総合主ｾ談。業とい 交渉とあらっぽい図面だけを書いている事務所があると

う名稿が生れたのであるが，その母体になった建築 ｗｾ すれば・Ａｊ ｑｾ 主総合請負に任せ切った方がよいというかも

業が未だに古い観念、を持っているなら，目覚ましい技術 知れない。これは個別的な発注の場合の工事監理上の複

的発展途上にある設備部門から分離問題が起るのは無理 雑さを回避しているのであるから，施主に対しても忠実

のない事と思う。これは商売上の利潤に対する主張のみ といえないし，建築家の設計監理業務をも怠っているこ

なら私は何もいう事はないが，仲々それどころではなさ とになるので論外であろう。建築は工芸品でない。

そうなので，この機会にどの辺に問題があるかを展望し このいい方では建築事務所が設備設計をやるべさか，

てみよう。 やらさ' るベぎかについて異論あがる事と思う。私自身も

1. 問 題 の お こ リ ある見解を持っているが，本論から余りに外れるから詳

防衛庁の設備工事入札に当って総合業者で巡っている しくは述べないが，との辺りにまで問題を波及させねば

請負業者が参加した事と前述の住宅公団の場合が導火線 完全な刷新にはならない。

となって，兼ねてから痛感していた総合前負に対する設 そうすると結局反対は総合前負業者だけという事にな

備業者の不満が表面化したのである。 る。この方の立場の一人として，本号の別稿で高橋氏が

設備工事が「附帯工事」から脱皮して，近来は高度の 舎いておられるので併読して頂きたい。しかし総合前負

技術を必要とする一部門に迄発展したl l J は衆自の一致す 業者でも伺人的意見としては分離発注の方がよいといっ

る処である。自動制御を行う空気調整，特別高圧で受電 ている人もある。

する電気設備等，専門技術が地えた。従って談備工事費 設備業者の意見は本格末にある管工事業者の陳情筈に

は建築工事費と悶等或はそれ以上の金額を要する建築さ つくされているのでこれ又参照して頂きたい。電気工事

え見るようになり，美しく且つ災害に対して安全であれ 関係者も 8 月11 日付で陳情魯を出しているが. 東京では

ばよい時代は過ぎて，文明の象徴としての機能が完全に 口本ru設工業会と電業懇話会，或は大阪では問工業会と

満足されねばならない現在では，文化が.li1型に結びっく 火l脳会の，何れも述名で) i 設備内容の被雑化に従って

と共に機能が文明と密接に紡合しなければならない。し ｾＱＨｾＱ の技術と予算とが要求される時代になった ｊ ｛ｊｾ を強

かし* してそんなに恵まれた建築は何% 位あるだろう 調し，略々符工事と同意見なので掲載を割愛し紙幅を節

か。鐙築施工者にも訟備工事者にもピンからキリ迄ある 約することにした。御諒承願いたい。

という事を，明確に意識してから討論されないと. 議論 従来でも，設備業者にはとれを大きく社会問題とする

の内容に食違いが生ずるおそれが多分にある。 だけの実力はなかったが，一括諮負の欠点を設計者は感

2. 各方面の意見と現状 じており，色々の試みがなされている。例えば，

ここでは各方面を，発注者，設 ｾｉＩｪｴ び監理者，総合前 a. 実費計算式。

! " ' : ; 業者，設備業者と分けてみる。 b. ー括請負ではあるが，設計者が設備工事の入札に

発注者のうち建築には全く素人の場合は別として，官 立会う。

公庁tq- の場合は必ず専門の建築関係者を通じて発注され C.  設計者が設備工事を個別的に入札に附し，適切な

るのであるが，大体化於て費用の点でも又，訟備業者を 諸経貨を兄て建築工事者に渡す。 RfJ ち一指請負ではある

任; 志: 撰択出来る点でも分離発il の) I が佼れている予を認 が，訟備業者ーは設計者のg 志で佼択指名し，工授も請負

め且つ実行している。今度の住宅公| 引でも分離発注を原 の仁IE i : I にさせない。しかし妥当な経費を加えて前負に波
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す事にして，工事中のトラブノレを避ける。 4. 分脅症の方が安くなるか

d  建築事務所は設計だけを行って監理のみを業とす 次に一番問題になるとの事を取上げてみよう。( 本当

る者に枚す。監理者は所謂単なる監脅さんでなくあらゆ にー奇問題になるのは技術の面だが。〕

る工事に対する人材も保有しており充分な工事監理能力 必然泊 ｦｾ の方からみれば，仮設，ダメ姐り，その他段取

を具備している。この数理者が個別に撚択入札を行い旦 の点で一括の方が合理的であるという。設備業者からい

つ各工事者の納得のいく監理業務を遂行する。 わしむれば，合理的以上にサク取されるか或は施主に負

その他色々あるが，何れも設備業者をして責任ある仕 担をかけているという。お互の議論を聞いているとスペ

事をさせ， しかも何とかして安く出来る工夫をして，ー ν アノレ ・ケースばかりで水掛論になるが，これはもう答

括諮負にあり勝ちな欠点を排除よしうとする努力であ が出ているとみて差支えないだろう。設備業者の方から

り， a  以外は成功している。 i 最近，談備工事授がうんと高くなっているので，その

そうなると一括請負とはどういう事になるかを検討し マージ ジが昆力なのだ」との極論まで出るという事は，

てみなくてはならない。 余程ゼネコンの方でも考えねばならぬ事と思う。ゼネコ

3.  ゼネコンの性格 y の方にイージー ・ゴーイシグがあるならば反省されね

建設業法によると比較的簡単な資格が要求ーされるのみ ばならない。

で，登録すれば誰でも総合建設定j負業者になれる仕組で 以前の封建的な形態の時代には，仕事も簡単であった

ある。しかし従来の建築請負業者とこのゼネコンとは少 が元前は非常によく面倒lを見ていた。処が伝近の様にセ

し意味が違うのではないか。との点，高橋氏も認めてお チ:芋くなると金融は自分で都合しなければならず，むし

られる通りで，氏の意見も，完全なゼネコシもあるのに， ろゼネコ ンの金融の ν ワヨセが設備業者の方に来る場合

それを 2 流 3 流と一緒にして「一括発注は総て不可」と が庇々ある現状では，設備業者が間接郎主と結びっく事

する設備業者の原則論に対しての反対論である。又，法 を望むのも無理がない。結局セ・ネコンとピノレコ ンをはっ

的にも考慮の余地がある。即ち建設業法の工事務別を表 きり区別した方が請が判り易いという事になる。

わす別表なるものを見ると，今も昔と変らず，大工左官 5. む す び

鉄筋サヅν ユ工事 と問列に管工帯電気工事が並んでい 以上各節で一応の結論らしいものを述べて来たが，未

る。 だ取上げるべき問題があるかも知れない。殊に i商売の事

何れも設備の進歩に対する認識不足である。 になると私には判らない商が多いが，要するに ピノレ コン

建築を実現する過程，施主ー設計者一監理者ーゼネ コ の総てが必ずしもゼネ コ y の資格ありとはいえないの

シー工事者を考える。若し監理者が工事に関する完笠の で，発展途上にある設備業者から文句が出たのである。

技術と能力を持っていたとすると，ゼネ コシはなくても 勿論，設備業者の方にも反省する点があるだろうが，ー

ょいという場合が考えられる。又ゼネコシが完壁であれ 応独特の立場を理解して，その発展向上を助成するのが

ば監理者が要らない場合もあるかも知れない。即ち監理 賢明ではないだろうか。

業務とゼネ コシ業務には技術的な判別がつかない工事型 最・近の中小企業の全般的な悩み と共通するのかも知れ

態が考えられる( 設計舎が完全であり，必ずその通りに ないが，建設という一つの目的の為に技術的な理解点を

施工が行われるもの として 〉。又，逆にゼネコシは少数の 見出す事は至難ではないと思う。勿論，建築に関係ある

技術者 と金融の能力を持っているなら建築には素人でも あらゆる方面にわたって整理刷新再考慮が必然の道では

ゼネ コシになれ る。現に最近よくある外国の国際入札の あ る 。 ( 筆 者 大 阪 市 大 理 工 学 部 教 授 )

場合に所謂ア クトサイ ダーが，仕事を取ってくる例が起

っている。大手筋でなくてもすプコシトラクタ ーとして

のピノレ コシと設備業者に渡りをつけているなら，金融の

哀付の大きいアヲトナイダーが充分競争に勝ち得るわけ

である。そういう負け方をしない様に大手筋は種々手を

打っているのであろう。兎に角外国ではゼネコンが出て

来るのであるから，それに調子を合せる意味でも，圏内

で設備業者といざこざを起しているようでは困るので，

両方納得のいくすっさりした関係になって頂きたい。大

手筋のゼネ コンが設備能力を常備するなら設備業者も建

築工事能力を常備するという様な従らな内部競争を始め

ーるのではお互の技術の向上は望めない。
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日本住宅公園総裁

加 納 久 間 殿

( 写)

臼 t)'= 協 会 発 第 6 1 6 号

昭 和 3 0 年 9 月 6 日

ネ土園浪人 日 本 管 工 事 工 業 協 会

会 長 坂 弁 源 太 郎

管 工 事 請 負 契 約 に 関 す る 陳 情

昭如 Ｚｾｏ 年日月 ＱＱ 日附をもちまして， i 建築設備工

事を分離契約に附されることの t! 望」を申し上げ，

さらに口頭により数回お願い致し，総裁よりは極め

てご理解あるご回答を頂いておりますが，今なお盟

事者間においては，総合，分出 ｦｾ の両論に分かれている

ゃに JA聞いたします。つきましては，この問題は，

将来私共fTi- 工. 事工業者の死命をWIJ せられる事制であ

りますので，下記事由を凡し，必然設備工事は建築

工事と分自 ｦｴ して発注相成るよう重ねて ｪＡ ｾＺｗ いたしま

す。

言E

，. 経費 ( 国費〉節約の立場 よリ の事由

管工事業者との泊接契約により '1' 間利測を省略し

経1'i ( 国費) を節約し得ること。これが計数的私l

拠は無論夫々の場合により，% りますが，大体 1 割

程度は確実に低減し得るものと確信致します。「デ

フレ」下，緊縮予3): の経資効率に寄与すること甚

大であると存じます。

2. 管工事の特殊性，特に施工上の事由

管工事は単なる綴器の所 ｾ｜Ｇｬ r器具HJ 工事ではな

く，ポジフ¥公訟司水道，或いは汽継士写一連の有機

的機穏が完全なる配管により初めてその全機能を

発悔するもので，従って設百| の当初より特殊の技

術上の知識と経験を必要とします。

然るにとれが建築業者の下EJj となる場合は，発注

者又は設計者等とのすべての折・衝は兎角間接的と

なり ，又は工事中ある種の i!il J約を受ける等，何か

と隔靴感停のうらみがあるととが往々ある実情で

あります。

これに反し，直接契約の場合は発注者又は設計者

との直結により，仕様笹，図面その他殺計施工上

の連絡 ， 打合せ等が十分行ｾ届き，進捗上の手戻

り，手違い等が殆んどなく，また元前より値引を

強要されるような事もないから臼然， I'H1 の 吟

I味，工事の手順その他万般に I L りよく白主的百ー任

において発注者又は設言| 者の怠凶がiG憾なく実現

せられ，しかも下記の胞工後の点任帰一化という

ことと相候って -J ti 入念に施工する と忠われます。

3.  結工後の責任を帰一させる点よリ の事肉

建築業者の下請となる場合においても施工後管工

事に関する限りすべての実質上のiT任はTI・工事業

者にれわされるもので組終決ｾ［ｲ，Ｎが ｪｕＧｉ｝ の点任を執

る場合は始んどなく Ｎ僅少或いは ｦ Ａｩ Ｎｾｶｬｲ ，の綜 Ｑ Ｇｩ 中よ

りぷf : . r : をおうすることを考え合わす時，分間i発注

が望ましいのは論を旬、たないところであります。

4， 保守上の事由

元来，管工事はその性，'I'I 上保すをMーも霊安l腕せね

ばならないが，との事は決して単に施工後の問題

のみでなく，むしろ施工の当初より配管及びその

機器の全般に豆り，将来の保守上の諸般の裂前を

も考厳して実胞することが肝要であります。然る

に包絡契約の場合は引放後 1 カ年間 E 元前業者の

発注者に対する第 l J欠の責任者となるが，事実上

はrr工事業者でなければ故障の修理も，機器の取

幸子も出来す: 勿論保守上には特殊の専門知識と技

術経験を' f f . するからこれを建築業者に期待すると

とは甚だ困嫌であり，且っかかる実情の下に保守

そのものがイ寺院lに附せられるようなことがあって

は甚だ面白くないと考えます。

よって将来の「保守」の重要性という観点からも

当初より直接契約することが最も理想であると砂s

信致します。

5  業界の円満なる育成発展のためよりいう 事由

近年デフ ν のちt透に伴い，われわれ管工事3住者十土

一般中小企業者同様その経費の困難は極めて深刻

であります。万一元Ui を介 して間接受注の場合を

考える時，その多くは緩めて不利な条件にも拘ら

ずこれを U受せぎるを得ない立場にあり，しかも

恥一 部の元 ｾ￭Ｇｬ［ 走者においては，これが代金の支払は

兎角遅延勝ちとなり，又は長期の手形を押付けら

れ，第j え不渡となる場合をも想起しなければなら

ない時勢であります。かくては今日の如く不況の

折柄，業者の健全なる発展は到底期待し得べくも

なく，ひいては折角今日まで育成された校術上の

進歩，改良も行諮る結果となりますから，受注履

行の安全，経済的基盤の育成，強化，技術の研諭

等のため，ぜひ分離発注制度をご採用下さる よう

切にお願い申上げ ます。

6， 分隊発注を採用されている鼠径の実績と経過

今日建築設備工事を建築又は土木工事より分離し

て設備ー工事を単独に発注されているものは，建設

省を始め各中央官庁全部，住宅協会等でありまし

て極めて合理的に且つ円満に運営されておりま

す。との実紡と経過よりみて，貴公団より発注さ

れる詰' 1i i i i工事は待; 門業者をして単独契約に附すベ

さものであると考え，旦つ主張するものでありま

す。

以上これを要するに直接分離ご契約の有利確実，

安全にして且つ合理的なること ，前各項に詳述の

) f f i りであります。つきましては事務処浬上のど関

イ矛はあ ると考えますが，格別のごJ士議をもって ji' t

按分間fl ご採択n易わりますようここに重ねて懇願申

上げます。
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会 合 優 リ ( 1 0 月〉

理 事 会 ような会合にしたい，又当分は余り池に制約されずに自

12 日 4 時一 5 I侍於朝日ピノレ 由討論の方法で進みたいということ K なった。

伊東副会長外 4 名 事務局 2 名 出 版 委 員 会

議 事 (1) 古建築写真集出版企画費用支出に関する 左 官 分 料 会

件， ーグ月一万程度の支出を承認 (2) 鉄筋 コ シク Dート 8 日 3 時半- 5 時半於朝日ピノレ

防蝕工法講習会後援の件，日本材料協会主催の同会を後 竹内主査外 2 名 事務局 1 名

援することに決定 (3) 定時評議員会議案の件 (4) 入退会 企画方針協議の結果，洋壁を主として日本壁を附する

者詮衡の件を審議。更に報告事項として，工高生設計コ こととし，山田委員に於て基本案を作成することに決

シクーノレ審査結果，建築関係の特許の問題について建築 定。なお座談会の実施方法，各種資料調査のことなどに

士会に依頼の件， 元理事日野勝好氏逝去の件， 会計報 ついて審議した。

告，事業報告などが行われた。 古 建 築 分 科 会

編 集 委 員 会 6 日 4 時一 5 時 半 於 朝 日 ピノレ

11 日 2 時一 6 時 於 朝 日 ピノレ 林野主査外 3 名 事務局 1 名

浦辺委貝長外10名 教 育 委 員 1 名 事 務 局 3 名 撮拶する古建築について具体的な協議をした後，編集

議 事 (1) 各委員よりホット ・ニユースの発表 (2) 設 委只会には掲載につき 2 頁を希望することにした。又第

備特集号の経過報告 (3)12月号掲載案の決定 ( 4) 1 月号 Ｑ 回の録影実施を本月中に行うこととし，これが搬 ｾｬ￞ を

企砥の編集) j 針について審議したが，予定されたテーマ 恒成氏に委嘱することを決定した。なお29自に奈良に於

についても種々意見が出て，更に次回具体的企画を練る て東大寺などの搬影を行った。

こととした。なお各委員より案について色々の意見が出 都 市 美 委 員 会

された。 (5) 来年度の表紙について審議。 14日 3 時半- 5 時半於朝日ピノレ

建 材 審 査 分 斜 会 滝沢委員長外 8 名 事 務 局 2 名

3 日 3 時一 5 時半 於朝日ピノレ 委員長から，数回討議を重ねてきたが，本委員会とし

竹内，布施主査外 5 名 事 務 局 1 名 て，法の力によって都市美を保つという方針で進むこと

(l) T .  X. 対アルカリ塗料審査。更に施工先および製造 に問題を絞りたいと思うとの意見が述べられ，従来審議

者について調査を進めるととにした。 (2) 日本クロス壁紙 した内容を委貝長の手許で取緩め検討するため，小委員

審査。前回見学の結果を報告の後審議に入り，一応優良 会を設けるとととして 3 人の小委員を委嘱した。なお都

品でてることを認めたが，なお施工の点を審査のため試 市の美観に関して啓袋運動の必要性が各委員から強調さ

験貼りをすることとした。 れた。

教 育 委 員 会 法 規 委 員 会

10 日 3 時半ー 5 時 半 於 朝 日 ピル 17日 3 時半- 5 時半於朝日ピノレ

鷲尾委員長外 6 名 事務局 2 名 中沢委員長外 6 名 事務局 1 名

委員長から委員長会議についての報告があり，益尾委 従来検討したことを耳元緩めた結果，大阪の現状では，

貝から工高生設計コンク ーノレの審査経過報告があって， 貸ピノレに於ては平均延 250 坪で l 台の自家用車を保有し

入選作品の機関誌発表，表彰式，賞状文案，記念品など ているが，自家用車の地加率を考慮した場合，との250坪

について審議した。次いで笹川委員から造型小委員会の がどう変化するかは明確に推定する資料がない。然し昭

経過報告があった。なお委員長の発議によって，工高生 和27年以降の新築ピノレ 9 件についてみると， 延212坪に

の施工技術教育強化策検討のため小委員会を設けること 1 台の割合となっているが， 将来の趨勢を考慮しでも

とし，犬束委只に主査を，益尾委員にも協力方委l属した。 200停に 1 台と考えても差支えないのではないかという

同遺書U小 委 員 会 ことになった。次いで，自家用車を持つ貸ピノレが建設さ

4 日 3 時一 5 時 於朝日ピノレ れる場合には，建物の内に上記のような割合で自家用車

笹川主査外 8 名 事務局 3 名 を収容すべきであるということは一応原則的に考ーえられ

笹川主査より本委員会開設‘ の趣旨を述べ，その運営方 るが，若し附近にこれに代る駐車施設がある場合はとの

法について審議を願った。東京や過去の大阪におけるこ 割合は緩和されねばならない。駐車施設というものは，都

の種の会合の欣況についても各委員から報告があり，大 市計画又は施設の営業者哨育の問題とも関聯してくるの

体の怠見として，出席者に何か必ずプラスする処がある で，本委貝会としては，ヒソレに収容施設を強制的に設け
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さすということには考慮の余地があるのではないかとの

意見が出た。これに対し梅佳i ピルのように収容施設を全

然無視するような例は困るとの反論があったが，結論を

得ずに次回更に検討を統けることになった。

鱒負工事契約約歎委員会

28日 l 時一 5 時於朝日ピノレ

尾崎幹事外 3 名 事務局 1 名

連合委員会案と本会案との対照文によって審議を行

い，請負契約答案から約款第14条迄を議了した。

講 演 会 と 見 学 会

新しい防水郵] 説明会

7 日 l 時半- 4 時 於 中 央 也 気 ク ラ ブ

大阪建設業協会との共催で，新しい| りl tj ( 剤東芝散水ν

リコー ンについての説明会を下，icの巡り催した。

1. 東芝製建築用 ν D コ- ' ; / 並びに ν リコーン拠出剤

に就て

東芝v 9 コー シ部 長 城 所 明 二 氏

1. ν リコー ン製品塗料添加知J i サイラスター」に就

て

玉井製業 K K社 長 玉 井 修 一 氏

議j刻表l臨持者にぷる「ナイラ スター」添加塗料の塗装

実験および質疑応答を行ったが，総;持者 300 名に上って

仲々の盛会であった。

建 Z進 学 サ ロ ン

11 目 2 時- 4 時 半 於 大 林 組 講 堂

本催しは，建築学上の錐しい問題を判り易くお話をし

て裁く，いわば浴衣掛けの気持で気軽に聴いて貰うとい

う狙いで企画されたもので. 学会近畿支部と本会の共催

で，その第一回として次の講師演題で催された。

リミット ・デヂインについて

京 大 教 授 工 博 坂 静 雄 氏

市大布施教授の司会で，本会開催趣旨の説明に次いで

講師のお話が始まった。演壇を設けず符子に着席した講

師に対して，梢々円形に取閤むような形の勝者は i 建

築と社会」八月号を手にして掲載論文を参照，熱心に聞

き入った。お話が終って司会者の所感発表があり，熱心

な耳患者との間に質。疑応答があって散会したが，参加者は

約60名であった。

ワックスマン教媛自降、演会

25日 4. 時半- 6 時 半 於 ア メ P カ

文化センタＭｾ待堂

本会，建築士会，アメリカ文化センターの共催，朝日

新間後援で開催。教授は京大岡田臥教授の通訳で，新し

い建築構造，特に継手の科学的説明を，スライドを使用

して 2 時間に亘り熱心に議淡された。次いで組立住宅の

天然色映画を映写したが，教授考ー案になる新しい継手に

よる組立住宅で，部材は総て工場生産，工具はノ、〆マー

つのローコスト ・ハクスという珍しいものて' あった。

参会者約120名に上り盛会であった。

東映撮 ｬ ｾ ｰｊｔ と広隆寺見単会

15 自 2 時一 5 時 参 加 者 50名

聞広隆寺山門下に集合して京大山木先生から広険ミ奇:

についての説明を聞く。巷間広隆寺と蜂岡寺と潟| 司して

いること，講堂のこと，及びその修理に関することなど

について伺った後，特に関扉してEまった講堂や太子堂前

の太楽形の石燈筏を見学する。続いて宣言宝殿で有名な思

惟{ 象外数々の宝物を拝観し，次いで佳宮院を門扉からm

い，八角堂についてや往昔の寺号などについての説明を

伺った。引を統き一同隣接の東映織iE所に向い係日の案

内で倣J形中のステーヂ内やオ ープン ・セットを見学，ま

た消7 l < . 建設施工のステーデを聞社現場主任の説明で見学

した。終了後東映新進の男女優各ー名を混えて J己念織古与

をして織いた上で散会した。

大阪府教育会鶴見主券会と謹践会

18日 2 時一 5 時 半 参 加 者 25名

相憎の降雨で参加者が減ったが，先づ板垣府営紙課係

長の御挨拶に次いで千代技師から設l犯を承わる。その後

案内に従って 一階から順次見学したが，非常階段上の彫

刻，玄関脇の 3 リーフ，談話室の壁画など普通の建物と

巡ったものがあり又，三階四階の会議室など各室色彩を

異にして仲々趣きのある建物である。仕上も立派で協会

にもこんな泌物が欲しい感がした。見学終了後， 一階食

堂で「ともに計画し実現する実現する立場から語る」と

いう趣旨で座談会を開いた。折好く竹内営繕課長も出席

されて，阪大足立助教授の司会で始められた。外観の縦

の線，庇の問題，談話室，食堂境界のスクリ - Y，防火

扉耐経ｾなどその他が論議されたが，色彩にＡ刻すること

が最も多く話題に上り，設計関係者との聞に質疑応答が

重ねられた。座談会終了後談話室で，竹内課長の説明に

より，ハイ ・フアイ装置によるレ コードを観賞して散会

した。なお当日は施工者銭高組から参加者ー聞にお土産

が贈られた。

大阪量事政会館見主学会

22日 2 時半- 3 時 半 参 加 者 20名

先づ大阪郵政局吉川設計課長から設計についての説明

があったが，職員共済組合の資金による福利厚生の建物

として委只会の意見を多く採り入れたため個性がない結

巣となったとの自己批判もあった。次いで施工者奥村組

の片岡主任から施工上について ，コシク Dー トi仁ポゾ 9

スを使用したとと，一階から三階迄通とした長尺鉄筋を

使用したこと，洋室の天井をローンテックス叩き仕上に

したこと，その他和室使用の木材についてなど施工に苦

心されたお話があり，終って一同案内に従い各階をl順次

見学した。一階の一品食堂，二階の結婚式場，麻雀室，
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三階の各室仕上を異にした宿泊室など仲々越の変った設

備があって，厚生施設として立派なものであった。

樽戸第七突堤現場及び小野田プロック工場見学会

26目 1 時半- 4 時半 参加者 80名

兵庫支部と共催で開催。現場の都合により二班に分れ

一斑は小野田差廻しのパスで直ちにブ ロ ッ ク 工 場 に 向

い，一班は先づ突堤のスライデイシグフオーム現場を見

学し，パス帰着によって交代することとした。スライデ

イシグブオームは，さきに映画会で一応予備知識を持っ

ているので現場の桟橋上から，司令塔の号令に従つての

コシク P ート打込，仮枠捲上げなどをつぶさに見学して ，

一層その施工法の妙味を感ずる。見学後サイロの下部

で，橋本主任との間に質疑応答を交わした。次いで小野

田プロック工場では，笹森専務から同工場の概要につい

て説明を承わった後工場内を見学する。材料の搬入，プ

ロックの製作，製品の運搬総て機械力により，製作，乾

燥貯磁と工程の全部が僅かな人貝によって盟主然と進めら

れている。淘に優秀な工場との感が深い。次いで試験室

で試験課長の説明後プロックの破壊試験を見学し，更に

工務部長の案内によって，隣接の小野間セメジトのサー

ビス ・ステ - v ヨシの設備を見学した上，御好意のパス

で駅迄送られて散会した。

三和銀行本庖見学会

27日 3 時一 5 時半 参加者 200名

編 集 後 記

先方の御希望により，本会，建築士会，学会支部の共

催として参加者 150 名で締切ったが，何分注目を惹いて

いた大建築であるので，申込のない希望者が大勢で特に

お膨いして案内者を増員して戴くなど参加者 200 名に上

る盛況となった。先着者から JI閥次班を編成して案内に従

い地階一一上階へと見学した。設計の趣旨が質業にして

堅牢な笑用的の建物という方針の下に新築されたもので

あるから，全自官華美な点はないが，設備工事には新しい

ものが採用され，行員の福利厚生に関する設備なども充

分考慮されて施設されている。見学後一同八階の食堂に

集合。白石銀行技師長の挨拶を兼ねての設計の趣旨の説

明に次いで，設計者山下事務所の添田技術外から設計方

針特に防音，設備工事，氾気工事について説明があり，

統いて施工者大林組岩崎工務監督の挨拶および湾問建築

主任の路工について特に基礎工事に関する説明があっ

た。故後に共催者を代表して本会尾崎狸ｾｪｊから ｬ 刻係者に

謝辞を述べて散会した。

修学院離宮見学会

27日 3 時一 5 時 参加者 10名

恒例による見学会を上記の通り行った。

桂 離 宮 見 学 会

31 日 11時一12時 参加者 12名

1 時半- 2 . 時半 参加者 12名

閉じく恒例による見学会で上記の通り行った。

帳設備は建物を生きもさせ殺させもす るものである。もともと設備は近代科学技術の誕生と発展に従って，その内容

も変化してぎたが，それが，近代建築の様相を決定ずけた基礎的要索の一つである。従って，設備の占めるクエイト

およびその良否によって，建物のよしあしを決定するものであるととはいうまでもない。しかし，それでもなお問題

は残る。それは，その設備は一体だれのために使われているか，というととである。生活するにも便で，仕事をする

にも快適な人間の活動する居住面積にどれだけの考慮が払われてきたであろうか。

' 本号は設備業者とデイザイナーの接触点の具体的な問題として， i 梅臼ピノレのク - 9>' グタワーについて」解説し

てもらった。技術講座として収録した。 三和銀行本! 古の設備も研究するに足る。建築設備の占めるクエ イ. けま今後わ

れわれもよく知っておく必要があろう。エスカレータの問題はエレベータとは逃った意味で大衆的に採り上げられて

いくのではないか。また，鉄筋住宅における設備問題にしてもそうであるし，照明もそうである。その他，現在問題

となっている「設備工事の分離発注問題」について，総合業者，官公庁，学者側の立場からとりあげてもらった。と

れは医薬分業のように現在すぐには燃え上らないだろうけれど，将来，建設の工業化，建設組織の問題にからんで，

論争が続くものと恩われる。以上御執筆賜わった各位に紙上より厚くお礼を申し上げます。

静本号ーは11月号として企画されたものですが，印刷工場全焼のため，合併号にしましたことを御了承願います。
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手口 銀 f 1 本 庖

新 築 概 要

位 置

工 場

敷 地 面 積

建 築 延 面 積

階 数

軒 高

主 体 構 造

設 計 監 理

主体工事施工

大阪市東区伏見町 4 丁目 10番地

起 工 昭和28年 8 月

竣 工 昭和30年10月

3，513. 55平方米( 1 ， 062.849坪)

25，722. 76平方米( 7，781. 135坪〉

地 下 2 階 地 上 8 階 塔 屋 3 階

3  1 米 塔 屋 上 端 迄 41. 65米

鉄 骨 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

株式会社 大 林 組

衛生設備施工 須 賀 工 業 株 式 含 社
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アン ドサ イヤミ ーズ コネクシヨン

ウオ { ノレハイ ドラレト 2Yz " x  2Yz" x  2Yz "2組

1台

1台

類

弁 7. K 流量記録 盤

原 水 瞬 間 流 盆 計

海 水 瞬 間 流 盆 計

浄水流量記録並積算計

監 視 盤

水 位 指 示計並発信君主 11台
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井
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沈 砂 樋 用 移 動 排水ポンプ.
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コン デンサ ー用 急 速 滞 過機 径4.3米 X 高3.1 米

雑 用 水 用 急 速 総 過 機 径2.6米 × 高2.68米

貯 湯 精 径 1. 2米 × 長2. 4 米

市 水 屋 上 水 機 4.5米 x 2. 1米 x 2米

弁 7.K 屋 上 水 地 4.5米 x 2. 5米 x 2米

消 火 器 具 類
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壁 掛 小 便 総 u  - 23 2組 電 気 冷 蔵 庫 F Bー 70型 1台

洗 菌 宮号 L  340H  6組 冷 蔵 庫 6.6尺 x 6.6尺 x 8. 35尺 x 2I-P 1台

洗 面 器 L ー 2  81組
瓦 j折 ボ イ ラ ー C  - 200 1台
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瓦 1窃 タ オ ノ レ 蒸 器 3台
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厨 房 器 具 類
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ツ ク 1台

瓦 斯 レ ン ヂ 7尺 x 2.5尺x 2.7尺 片面 1合
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4. 2尺 x 2. 0尺 x 2.7尺 1台
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調 理 Jに入ヨ 3.li 尺 x 2.5尺 x 2.7尺 1台

ス チ ー ム テ ープノレ 5. 8尺 x 2.6尺 X 2. 7尺 1合
七 輸

」Ea3、
6. 0尺 x2. 0尺 x 2. 7尺 1台

瓦 j研 三 段 炊 飯 器 2. 4尺 x 2. 4尺 x 2. 8尺 1台 ワークテ{ フツレ草付 3. 0尺 x 5.0尺 x 2.7尺 外 7台

瓦: ) l f r : 食器消毒器 1台
作 業 台 及 上 柵 4. 2尺 x 2.0尺 x 2. 7尺 1台

瓦 j析 魚 焼 器 5. 0尺 X 4.5尺 x 2. 7尺 1台

食提戸棚及テ ープノレ 9. 0尺 x 2.0尺 x 2. 7尺 1台

瓦斯うどん煮ｾ 2.8尺 x 2. 8尺 x 2. 7尺 1合
スクリ ーン食総戸棚 7. 5尺 x 2. 5尺 x 6. 0尺 1台

瓦 斯 煮 物 釜 3. 5尺 x 3.5尺 x 2. 7尺 1台 作業テ ーフツレ及戸棚 9. 5尺 x 2. 0尺 x 2. 7尺 1合

瓦斯揚物兼用煮物釜 3. 5尺 x 3. 5尺 x 2.7尺 1台 作 業 台 及 戸 棚 7.0尺 x 2. 0尺 x 2.7尺 1台
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